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序

青谷上寺地遺跡は、豊富な出土遺物とその保存状態の良さから、弥生文化に

関する多くの情報が埋蔵している遺跡として注目されています。また海外との

関連を示す遺構、遺物も検出されており、環日本海を舞台とした広域交流の拠

点的な集落であった可能性が指摘されています。我が国の弥生時代研究の上

で、極めて重要な遺跡であるといえるでしょう。

このような貴重な歴史遺産の保護を図るために、鳥取県埋蔵文化財センター

では平成１３年度から、青谷上寺地遺跡の学術調査及び研究に取り組んで参りま

した。それにより、青谷上寺地遺跡を取り巻いていた当時の環境がしだいに解

明されつつあります。

平成１５年度においては、遺跡中心部の範囲及びその内容について解明するた

め、発掘調査委員会の指導のもとＡ、Ｃ調査区において発掘調査を実施しまし

た。Ｃ調査区では、人々の生活痕跡を数多く確認することができ、集落中心部

の様子を垣間見ることができました。Ａ調査区においては、弥生時代後期から

古墳時代前期にかけての溝が検出され、集落中心部西側の範囲を推定する手が

かりを得ることができました。

このたびの発掘調査にあたっては、地元青谷町の皆さんをはじめ、関係各

位、諸機関から多大なる御指導、御協力をいただきました。心から感謝いたし

ますとともに、今後とも青谷上寺地遺跡の調査、研究に対しまして、より一層

の御理解、御協力をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

平成１６年３月

鳥取県埋蔵文化財センター

所長 田 中 弘 道



例 言

１ 本書は鳥取県気高郡青谷町青谷に所在する青谷上寺地遺跡のＡ調査区、及びＣ調査区の発掘調査概要報告書

である。

２ 本書は、平成１５年度に国庫補助金を受けて鳥取県埋蔵文化財センターが実施した発掘調査とこれに伴う各種

自然科学分析、Ｃ調査区の水位観測、水質調査及び平成１４年度に発掘調査を実施したＤ調査区の自然科学分

析の記録である。Ｃ調査区の水質調査については鳥取県衛生環境研究所にお願いし、いただいた解析データ

を本書に掲載した。なお、水質調査のうち地下水簡易分析に関しては、鳥取県衛生環境研究所から御指導、

御助言をいただきながら、当方で測定した。

３ 本書の執筆及び編集は、鳥取県埋蔵文化財センター文化財主事（加藤、坂本、野田）が行った。遺物の実測、

図面の浄書は鳥取県埋蔵文化財センターで行った。

４ 本書に関わる記録類及び出土遺物は鳥取県埋蔵文化財センターに保管されている。

５ 遺構については下記の略号を用いた。なお、遺構名の番号は、平成１０～１３年度に（財）鳥取県教育文化財団、

及び平成１３、１４年度に鳥取県埋蔵文化財センターが実施した調査で採用された番号の続き番号とした。

ＳＢ：掘立柱建物 ＳＫ：土坑 ＳＤ：溝状遺構 Ｐ：柱穴状ピット

６ 遺跡全体にＡ０（Ｘ＝－５４３３０．０００、Ｙ＝－３０８１０．０００）を原点とする、１０ｍ×１０ｍの方眼を設定し、その交

点を調査時の基準点としている。この基準点は、鳥取県教育文化財団による発掘調査時から共通して用いら

れている。基準点の座標設定については、日本測地系座標第�系によっている。調査時におけるグリッドの

設定はこの方眼に準拠し、南西隅の杭名をもってグリッドの名称としている。方位は座標北を示し、レベル

は海抜標高である。

７ 発掘調査は青谷上寺地遺跡発掘調査委員会の指導のもと実施した。

委 員 長 工楽善通（大阪府狭山池博物館館長 専門：考古学）

副委員長 赤木三郎（鳥取大学名誉教授 専門：地質学）

委 員 高安克己（島根大学汽水域研究センターセンター長 専門：地質学）

委 員 辻誠一郎（国立歴史民俗博物館助教授 専門：古環境）

委 員 深澤芳樹（独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所考古第３室長 専門：考古学）

委 員 金原正明（奈良教育大学助教授 専門：古環境）

８ 調査にあたり、多くの方々から御指導、御助言、御協力をいただいた。明記して深謝いたします。（５０音順、

敬称略）

石井 洋 乾 哲也 設楽博己 高橋 学 田中輝男 中田 高 山根好登

青谷町 青谷町教育委員会 JA鳥取いなば青谷町支店

鳥取県衛生環境研究所（永美敏正 森 明寛）

独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所（高妻洋成 肥塚隆保 村上 隆）

文化庁（禰宜田佳男） ユーシー産業株式会社鳥取工場（新井征一）

９ 調査にあたり、下記の諸機関より、関連工事の設計、現状復旧の方法等について御指導、御協力いただい

た。明記して深謝いたします。

鳥取県鳥取地方県土整備局（道路都市課 都市計画班） 鳥取県鳥取地方農林振興局（地域整備課、鳥取農

業改良普及所、気高農業改良普及所）
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第１章 は じ め に
１ 遺跡の概要

青谷上寺地遺跡は鳥取県気高郡青谷町青谷に所在する（第１図）。遺跡の立地する青谷平野にはかつて潟湖が

あり、その西側のほとりに遺跡が存在していたことが推定されている。平成１４年度の調査では遺跡中心部南側に

湖沼が拡がっていたことが明らかとなり、遺跡周辺の古環境についてしだいに解明されつつある。

遺跡は弥生時代前期末葉～奈良時代にかけて存続する。特に弥生時代中期後葉～後期にかけて遺構・遺物が増

加し、当該期は大型の板材と杭列を用いた護岸施設や矢板列を伴う大規模な溝が展開する。これらの溝は、遺構

が密に検出され遺物も多量に出土する「遺跡中心部」と目される部分と、遺物の出土が少なく水田や水路跡、沼

沢地等が検出され、生産域と目される部分とを区画していると考えられている。平成１４、１５年度実施された青谷

町統合小学校建設に伴う試掘調査では水田跡や関連する水路跡が検出され、遺跡南側に水田が広がっていたこと

が明らかとなっている。本年度実施した遺跡中心部における調査では、住居跡等の検出には至らなかったが、調

査区が生活域に相当することが明らかとなった。今後は、居住域の精査など、さらなる集落構造の解明が課題で

ある。

２ 調査の目的・経過

鳥取県埋蔵文化財センターでは、平成１３年度から遺跡中心部の範囲確認、並びに内容確認を目的とした調査を

実施している。平成１３年度は、遺跡中心部東端の状況を確認するため、試掘調査を実施している（第２図）。そ

の結果、少なくとも古墳時代までは調査地が水面下であった可能性が高く、遺跡中心部は当該調査区より西側に

位置することが明らかとなっている。平成１４年度も引き続き遺跡中心部の範囲確認のため、遺跡中心部の南側縁

第１図 青谷上寺地遺跡位置図

１
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辺部と目される地点で発掘調査を実施している。弥生時代中期後葉の層から人為的に投棄されたとみられる多量

の木材や木器が検出され、調査地周辺が当時、水辺の環境にあったことが判明している。

平成１５年度は、遺跡中心部の内容確認ため、鳥取県教育文化財団によって調査された県道調査区から北へ約７０

mのユーシー産業株式会社鳥取工場敷地内にＣ調査区を設定した。調査面積は１００�（１０m×１０m）である。現

地調査は６月から着手し、まず、調査範囲に鋼矢板を打設した後、重機による旧表土の掘削を行った。その後人

力による掘削を行い、奈良時代、古墳時代の調査を経て、８月上旬に弥生時代後期末から古墳時代前期初頭に相

当するステージ�の調査に入った。土層断面の観察によりステージ�からステージ�までの間において細かな単

位で切り合う堆積が多数みられ、これらが遺構の埋土である可能性が考えられた。ステージ�では部分的に拡

がっている赤褐色粘土を検出した。この土は遺跡地内に存在しない、いわゆる丘陵起源の「山土」と呼ばれる土

に類似したものである。この山土様の土はステージ�でも確認され、水平方向に薄く堆積している。人為的な堆

積と考えられることから、竪穴住居の貼床などを念頭におき、土層断面を精査した。しかし、他の堆積層に切ら

れるなど、住居の壁面とみられる分層ラインの立ち上がりを確認することはできなかった。継続的かつ集中的に

遺構が形成されたため、遺構が複雑に切り合う結果となり、調査面積が限定されていることもあいまって、遺構

の認定を困難にしていると考えられる。このことから本調査区西半の掘り下げを留保し、東半のみを対象として

調査を行った。１０月下旬に現地作業を終了し、その後、調査区の埋め戻し作業、鋼矢板の引抜き作業を経て１１月

末に全ての工程を終了した。

１２月からは遺跡中心部の西側範囲確認のため、Ｃ調査区から北西へ約１８０mの水田にＡ調査区を設定し、調査

を開始した。調査面積１３６�（１７m×８m）である。１２月下旬に重機による表土剥ぎを行い、その後人力による

掘削を開始した。弥生時代後期から古墳時代前期にかけて溝が継続的に流れていたことを確認し、生活用具など

多数の木器の出土をみた。また、古墳時代前期の溝からは土器が多く出土している。１月末に現地作業を終了

し、調査区の埋め戻し作業、田面地の整地作業を経て３月に全ての工程を終了した。

第２図 調査区位置図
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第２章 Ｃ調査区の概要
１ 土層堆積状況（第３・４図）

本調査区における土層断面観察は、北東、南東、南西、北西の四

壁と、調査区中央を十字に切る土層観察用ベルトに即したサブトレ

ンチ（以下、中央サブトレンチと呼称する。）を設定して行い、北

東・南東壁面、中央サブトレンチ壁面について図示した（第３・４

図）。

現地表面は標高３．２mである。現地表面から１．３m程の深さまでは

現代の造成土層があり、次に水田層と思われる粘土層が５０～６０�に

わたり堆積する。近世以降の磁器片を確認している。続いて地表下

１．８～１．９mの地点（標高１．３～１．４m）で１層上面に至る。１層より

下層では、堆積層を切る細かい土層が多数見られ、それぞれが遺構

埋土である可能性が考えられた。そこで、掘込み面が共通する一群

の落ち込みとこれを覆う上層を一つのまとまり（ステージ）として

把握した。よって本調査区における土層は、�、�、�、�の４つ

のまとまり（以下、ステージと呼称）に分けて捉えることとした。

ステージ�の土層群は、１層及び１層直下に掘込み面を持つ落ち

込みの埋土である。１層は黒色砂混じり粘土である。財団法人鳥取

県教育文化財団（以下、財団）による調査時にも検出され、国道調

査区におけるＩａ層、県道調査区の�層に該当し、奈良期以降の整

地層の可能性が考えられている（１）。１層直下では、南東壁中央から

西寄り部分で落ち込みの埋土が重複しており（第４図９～１５層）、

６回の切り合いが確認できる。当ステージの時期は、出土土器から

古墳時代後期以降と判断され、少なくとも奈良期以降まで存続する

ものと思われる。

ステージ�の土層群は、２層及び２層直下に掘込み面を持つ落ち

込みの埋土である。２層は暗灰褐色砂混じり粘土であるが、この層

直下では中央サブトレンチ（南東―北西方向）南寄り（第４図６、

１６～３５層）で細かく切り合う落ち込み群がみられるなど、都合８回

の切り合いが確認できる。当ステージ中に包括される５層は赤褐色

粘土で、２～５�程の厚さでほぼ水平に堆積している。この粘土は

調査区内には存在せず、丘陵地起源の山土と称される土に類似する

ものである。人為的な堆積とみられ、竪穴住居の貼床等の可能性を

検討したが確認できなかった。また６、７層（第３、４図）は砂と

粘土の互層構造をなしており、落ち込み群の掘込み面直上に水成堆

積した層である。このステージの初期において、調査区が冠水した

ようである。当ステージの時期は、出土土器から弥生時代後期末～

古墳時代前期初頭に該当すると思われる。

ステージ�の土層群は、３層及び３層直下に掘込み面をもつ落ち

込みの埋土である。３層は暗灰色砂混じり粘土で、中央サブトレン

チ（北東―南西方向）の東側部分では落ち込みの埋土の複雑な切り
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合いがみられ（第４図８、３６～４５層）、７回の切り合いが確認できる。当ステージ中に含まれる８層はステージ

�の５層に類似する淡赤褐色粘土で、２、３�程度の厚さでほぼ水平に堆積している。５層と同様に竪穴住居の

貼り床等の可能性を検討したが確認できなかった。当ステージの時期は、出土土器から弥生時代後期後葉に相当

すると思われる。

ステージ�の土層群は、４層上面に掘込み面を持つ落ち込みの埋土である。４層は弥生時代中期後葉の遺物包

含層で、財団調査時のＩ層に相当する。南東壁において（第４図４６～５６層）落ち込みの重複が認められ、４回の

切り合いが確認できる。当ステージの時期は出土土器から弥生時代後期前葉～中葉に該当すると思われる。

最後に、ステージ�～�における遺構の切り合い回数を合計すると２５回に及び、遺構が継続的かつ集中的に存

在していることが窺える。

この度実施した各種自然科学分析のうち、植物珪酸体分析について本報告書に分析結果表（表９、１０）と顕微

鏡写真（図版９）を掲載している（試料採取位置は第３・４図参照）。分析を行ったところ、イネのプラントオ

パールがほとんどの試料で２０，０００個／gを越え、極めて多量に検出された。さらに籾殻由来の植物珪酸体も多く

の試料で３０，０００個／gを越える。当調査区の土層堆積状況からは水田とは考えにくく、収穫されたイネが何らか

の形で当地に集積されていた可能性がある。また、弥生時代中期後葉、後期の試料中にムギ類が密度が少ないが

検出されている。

第６図には各ステージ出土の土器を記載した。なお、本書において弥生時代中期後葉～古墳時代前期初頭の土

器の時期比定については、松井潔１９９７「東の土器、南の土器」『古代吉備』第１９集に依拠する。

１はステージ�の１層出土土器で須恵器の高台付の坏身である。陶邑中村編年における�型式―２段階に該当

すると思われる。２～４はステージ�出土の土器である。２は壺で、内傾する口縁部を持つ。松井編年�期～

第５図 Ｃ調査区土器

挿図番号 器 種 ステージ 器高（�） 口径（�） 底径（�） 施 文 ・ 調 整 取上番号

１ 須恵器坏 � （３．０） ― △１１．７ 高台付 外面：底部回転ヘラケズリ、内面：底部ヨコナデ ９９
２ 壺 � （４．０） △１０．６ ― 内外面：口縁部ナデ １００２
３ 甕 � （５．０） △１４．４ ― 内外面：口縁部ナデ ９１８
４ 甕 � （５．４） △１５．８ ― 内外面：口縁部ナデ １９００
５ 壺 � （４．９） △１７．４ ― 外面：口縁部平行沈線文後一部ヘラミガキ 内面：口縁部ヘラミガキ、頸部以下ヘラケズリ １７２２
６ 甕 � （５．４） △１５．８ ― 外面：口縁部平行沈線文後ナデ消し、頸部ナデ 内面：口縁部ナデ一部ヘラミガキ、頸部以下ヘラケ

ズリ
１９２６

７ 甕 � （６．８） △２０．３ ― 外面：平行沈線文後ナデ消し、頸部ナデ 内面：口縁部ナデ一部ミガキ、頸部以下ヘラケズリ １９２６
８ 甕 � （４．２） △１５．４ ― 外面：口縁部凹線文、頸部ナデ 内面：口縁部一部ミガキ、頸部以下ヘラケズリ １９１３
９ 甕 � （５．７） △１５．４ ― 外面：口縁部凹線文、頸部以下ハケ後ミガキ 内面：口縁部ミガキ、頸部ハケ後ヘラミガキ 肩部ヘ

ラケズリ後ヘラミガキ
２０１０

１０ 壺 � （９．７） ― ４．３ 外面：胴部ミガキ、貼付突帯、棒状浮文 内面：胴部上半ナデ後指オサエ、胴部下半ヘラケズリ後ナデ １４７７

５
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ステージⅢ・３層上面相当�

ステージⅡ・６層直下層上面相当�

	�期か。３は甕で、口縁端部を面取気味にする。松井編年	�期に

相当する。４は甕で、口縁端部を外上方へややつまみ出す。松井編年

の�期。５～７はステージ�出土の土器である。５は壺である。口縁

帯には多条平行沈線が施される。松井編年
期。６・７は甕でいずれ

も口縁帯に施される多条平行沈線が部分的にナデ消される。松井編年

�・�期または	期か。８～１０はステージ�出土の土器である。８は

甕でやや外傾する複合口縁外面に４条の凹線が巡る。松井編年
期に

該当する。９は甕で断面三角形に拡張した口縁部外面に３条の凹線文

を施し頸部～胴部の内面調整はハケ、ミガキである。松井編年�期。

１０は壺である。在地の土器にはない特徴を有しているため図示した。

底部、胴部が残存する。底部から外反気味に大きく開き、胴部中位で

「く」の字に屈曲し内湾気味に頸部に至る。屈曲部に貼付突帯を巡ら

せ、突帯上に下垂する棒状浮文を施す。棒状浮文は３つが一単位とな

り計８単位みられる。

２ 遺構

ステージ�（３層上面相当 弥生時代後期後葉）（第６図）

焼土１１７、１１８を検出した面で確認された遺構である。溝状遺構２

基、ピット１７基、焼土２箇所を確認している。ピットとしたもののう

ち３基は、大きさから土坑として捉えることができるかもしれない。

焼土１１７は調査区中央の北壁際で検出され、７５�×６０�の範囲で被

熱により硬化している。中央サブトレンチＤ―Ｄ´ラインでは、レン

ズ状に被熱している土層断面をみることができる。焼土１１７の南東２

mの地点には、焼土１１８が位置する。焼土１１７ほど硬化していない。こ

れらの焼土はほぼ同一レベルで、近接した範囲に存在している。柱穴

状ピットは、焼土１１７の東側でやや集中している状況が窺える。大半

の柱穴状ピットが径２０�から４０�で、深さは１５�に満たないものが多

く、最大のもので２０�程度である。検出した範囲において規則的に並

ぶものはない。また、柱痕を確認できるものはなかった。柱穴状ピッ

トと焼土との関係も明らかではない。

遺物は、各遺構の埋土中より土器片がわずかに出土しているが、詳

細な時期を特定できるものはない。

ステージ�（６層直下層上面相当 弥生時代後期末～古墳時代

前期初頭）（第６図）

土坑５基、溝状遺構１基、柱穴状ピット１９基を確認している。また、

北側では炭化物が１３０�×８０�の範囲で環状に拡がっている箇所がみられる。検出した土坑や柱穴状ピットは、

東側で集中的に存在しており、北側では６基の柱穴状ピットが近接している。柱穴状ピットは、深さが１０�から

２０�程度のものがほとんどで、柱痕を確認できるものはなく、また、並びには規則性はない。

Ｐ１０６１では、２０�×１５�程、厚さ約３�の扁平な礫が４個重なった状態で出土している。それらの礫のうち１

点は、大型石庖丁の素材である。出土状況や石器の素材がみられることから、人為的に礫が埋められた可能性が

考えられる。

各遺構の埋土中からは、弥生時代後期後葉の土器片が多くみられるようになるが、確実に遺構に伴うと考えら

第６図 遺構分布図１
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れるものはない。

ステージ�（６層上面相当 弥生

時代後期末～古墳時代前期初頭）

（第７図）

土坑１７基、溝状遺構１基、柱穴状

ピット５４基を確認することができた。

調査区南西側を中心とした４．５m×３．０

mの範囲で赤褐色粘土、いわゆる山土

様の土の部分的な拡がりを検出してい

る。周囲やその範囲内を土坑や複数の

柱穴状ピットによって切られているこ

とから、本来拡がっていた範囲を捉え

ることはできない。

柱穴状ピットは、山土様の土が拡

がっている範囲、またはその周囲にや

や集中してみられる傾向にある。とく

に、山土様の土の上面では径２０�程度

の小型のものが多い。柱穴状ピットは

径が２０～３０�程度のものが多く、深さ

は１５～２０�程 度 で あ る。柱 痕 をP

１０１２、１０２２、１０３２で確認することがで

きた。それらから推定される柱の直径

はＰ１０１２で２０�、Ｐ１０２２で１５�、Ｐ

１０３２で１０�である。しかし、調査区に

おいて規則的に並ぶものは確認されて

いない。なお、Ｐ１０３２は柱痕の部分に

赤褐色粘土が入り込んでおり、同様の

柱穴が中央ベルトＤ―Ｄ´ラインの土

層断面で確認されている。

調査区北半には、北西から南東方向

に直線状に延びる溝状遺構、SD７７が

存在する。規模は長さ３．３m、幅３０

�、深さ１７�である。埋土は粘性土

で、流水の痕跡は窺われない。周囲の

遺構や山土様の土の拡がりとの関係は

明らかではない。

土坑では、SK４６７で炭化米、SK４６８で炭化米や小豆、粟など穀物が多く出土している。

SK４６７は、調査区北西隅に位置し、平面形はやや歪な長方形を呈する。規模は長軸１４９�、短軸６７�を測り、

検出面からの深さは、５１�であり、４層まで達している。壁面はほぼ垂直に立ち上がっており、底面はほぼ平坦

である。埋土中からは多量の炭化米が出土している。埋土は大きく３層に分かれる。�、�層は、黒褐色砂混じ

り粘土で、炭化米は部分的に集中している箇所がみられるものの、全体として量は少ない。�層より�層のほう

が炭化米の密度が高い。�、�層とも弥生時代後期後葉から古墳時代前期初頭の土器細片が多く出土している。

第７図 遺構分布図２（ステージ�・６層上面相当）

第８図 遺構分布図３（ステージ�・２層上面相当）
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①　黒褐砂混じり粘土（塊状の炭化米を少量含む）�

②　黒褐色粘土（塊状の炭化米を含む）�

③　炭化米密集層（黒色粘土を含む）�

�層は、ほぼ炭化米で形成される層である。

土器の出土状況は�、�層とは異なり、比較

的大きな土器片が出土している。これらの土

器は概ね松井	期から	�期に該当する（２）。

第１０図の３～１１の土器は口縁部が２／３以上

もしくは、胴部１／２以上残存している個体

で、炭化米と混在した状態で出土している。

�層には土器のほかに台石、敲石、砥石（１２）

などの石器や大型石庖丁の素材、人頭大の

礫、炭化材や生材がみられる。

炭化米はいずれも稲穂が束になった状態

で、その多くが油脂によって塊になってい

る。検出した炭化米を塊単位で比較すると稲

穂の方向に斉一性はなく、ばらばらである。

このことから、炭化米は土坑内で貯蔵されて

いたものではなく、外部において何らかの原

因で燃焼を受け、この土坑に廃棄されたと考

えられる。廃棄された時期は、第１０図の１と

２が�層から炭化米とともに出土し、松井	

�期に該当することから、古墳時代前期初頭

と考えられる。炭化米については放射性炭素

年代測定を実施し、BP１８１０±４０という結果

が得られている（第６章参照）。

SK４６８は、不整形な形態を呈し、検出した

規模は、長さ１８０�、幅最大１１０�、深さ最大１５�である。検出面から埋土の上位にかけて炭化米が出土した。炭

化米を土ごと取上げ、９００�洗浄したところ、米１８９粒、小豆が８粒、粟４粒が確認された（３）。

SK４６７、４６８とも共通しているのは、出土した全ての穀物が完全に炭化してしまっている点、稲穂が束になっ

た状態で出土している点である。また、SK４７９は検出に留まったが、その遺構埋土を採取し、植物珪酸体分析を

行った。その結果、１０４３００個／gものプラント・オパールが検出されている。これら穀物が出土した土坑は、調

査区西壁際でSK４６７とSK４７９の間隔が０．５m、SK４７９とSK４６８の間隔が１．２mと近接した範囲に存在する。

ステージ�（２層上面相当 古墳時代）（第８図）

掘立柱建物１棟、溝状遺構５基、土坑７基、柱穴状ピット１５基を確認している。調査区北半では、溝状遺構

SD７２、７４、７５が北西から南東の同一方向に延びている。南半に位置する掘立柱建物（SB７）の主軸はほぼ南北

方向であり、これらの溝状遺構の延長方向とは直交する関係にある。SB７、SD４は埋土中より須恵器片が出土

しており、それらから古墳時代後期以降と考えられる。SD７２は切り合い関係によりSB７に先行する。SD７２、

７４、その他の土坑や柱穴状ピットの埋土中からは古墳時代前期の土器細片が多く出土しているが、須恵器はみら

れない。

SB７は桁行２間（３．４m）×梁行２間（２．８m）の規模を測る掘立柱建物である。主軸は、Ｎ―２°―Ｗである。

Ｐ１、３、７では、柱穴の掘方が２段堀りである。Ｐ６では柱痕が認められ、それから推定される柱の直径は２０

�を測る。Ｐ３、４、７の柱穴埋土からは須恵器片が出土している。

SD７５は調査区北隅の地点で検出され、南東から北西方向に弧状に延びる溝状遺構である。検出した規模は長

さが４m、幅最大２．１m、深さ最大２０�である。埋土は２層に分層できたが、粘土層で流水の痕跡は窺われな

第９図 SK４６７
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第１０図 SK４６７出土遺物（縮尺 １／４：１～１１、１／３：１２）

挿図番号 器種 出土遺構 器高（�）口径（�） 底径（�） 施 文 ・ 調 整 取上番号

１ 甕 SK４６７ （５．４） △１６．５ ― 外面：口縁部ナデ、肩部波状文 内面：口縁部ナデ、頸部以下ヘラミガキ １４７１、１６０７、１６４０
２ 甕 SK４６７ （７．６） △１７．６ ― 外面：口縁部波状文、胴部ハケ 内面：口縁部ナデ、頸部以下ヘラケズリ １３４１

３ 甕 SK４６７ （１１．４） △１８．２ ― 外面：口縁部波状文後ナデ消し、肩部平行沈線文、波状文、刺突文 内面：口縁部ナデ、頸部以
下ヘラケズリ

１６８１、１６８８、１７２７

４ 甕 SK４６７ （１０．４） △１８．６ ― 外面：口縁部ナデ、頸・肩部波状文、平行沈線、波状文 内面：口縁部ナデ、頸部以下ヘラケズリ １３２８、１５５０、１６６５

５ 甕 SK４６７ （１２．７） △１７．８ ― 外面：口縁部ナデ、肩部刺突文、胴部ハケ 内面：口縁部ナデ、頸部以下ヘラケズリ、頸部一部
ユビオサエ

１６１１

６ 甕 SK４６７ （１０．４） △１７．２ ― 外面：口縁部ナデ、肩部平行沈線文、胴部ハケ 内面：口縁部ナデ、頸部以下ヘラケズリ、頸部
一部ユビオサエ

１４７１、１６８４

７ 甕 SK４６７ （１０．３） △１９．８ ― 外面：口縁部ナデ、肩部平行沈線文、波状文 内面：口縁部ナデ、頸部以下ヘラケズリ １６１８、１６４２
８ 壺 SK４６７ （８．８） △１１．４ ― 外面：ナデ 内面：口縁部ナデ、頸部以下ヘラケズリ後ユビオサエ １６３８、１６４２、１４７１
９ 甕 SK４６７ （１３．０） △１８．６ ― 外面：口縁部ナデ、肩部波状文 内面：口縁部ナデ、頸部以下ヘラケズリ １６８６、１６９１

１０ 甕 SK４６７ （１８．２） △２２．４ ― 外面：口縁部ナデ、肩部平行沈線文、波状文 胴部ハケ 内面：口縁部ナデ、頸部以下ヘラケズ
リ、一部ユビオサエ

１５４３

１１ 壺 SK４６７ （１１．８） △７．１ ― 外面：口縁部ミガキ、胴部ミガキ後平行沈線文、スタンプ文 脚部ナデ 内面：口縁部ミガキ、
頸部以下ヘラケズリ、脚部ナデ 赤色塗彩

１５１１、１６４０、１６４１

挿図番号 器種 出土遺構 法 量（�） 備 考 取上番号

１２ 砥石 SK４６７ 最大長（１０．５）、最大幅（９．８）、最大厚４．６ １６４４

９



い。埋土上層からは古墳時代前期の土器片が多量に出土しており、その中に須恵器片が２点みられる。

３ 遺物

石器

Ｃ調査区では７２点の石器が出土している。調査面積のわりには出土量が多いといえる。数量組成は表１のとお

りである。出土した石器のうち６点を図示した。最初に本調査区の石器の特徴をまとめておく。

� 工具が出土量の大半を占めており、中でも敲石、砥石の出土が目立つ。

� 大型石庖丁の製品は２点のみの出土であるが、その素材とみられる礫や剥片が４８点と多く出土している。

� 弥生時代後期に比定される水晶製玉作関連遺物が出土した。

農具（第１１図１） 大型直縁刃石器（４）とも呼ばれる大型石庖丁が２点出土している。１は、大型の板状剥片を

素材としており、表面の剥離構成から同じ原材から連続的に素材剥片を剥ぎ取っていったものと考えられる。刃

縁は二次的な加工があり、刃部を再生しようとしたと考えられる。刃部の線状痕は刃縁に平行するが、一部直交

する箇所がみうけられる。なお、上半の自然面に擦痕が認められるが、大型石庖丁としての使用によるものでは

ないと考えられる。

工具（第１１図２、３、４） 敲石、砥石が多く出土している。２の敲石は『青谷上寺地遺跡４』の分類（５）に

よると、素材となる礫が棒状を呈し、両端および器体本体に敲打痕が残るAB類である。本調査区で出土した敲

石は、棒状礫を素材に使用するものが１８点、扁平な円礫を素材として使用するものが１１点である。また、端部と

器体本体両方に敲打痕を残すものが多い。３は扁平な円礫を素材とする台石である。周縁部のほとんどは欠損し

ている。使用痕は平坦面の中央付近に残されており、両面に認められる。４は、粗粒石材を素材とする砥石であ

る。砥石面は器体を全周するように７面整形されており、細かな線状痕がみられる。

漁撈具（第１１図５） 石錘が２点出土している。５は、紡錘形を呈しており、器体の長軸方向に溝を１条巡ら

せている。下條信行氏の分類（６）によると、九州型石錘の範疇に入るものと考えられる。器体は研磨により整形さ

れている。溝は断面V字状で深さ２�を測り、非常にシャープに施溝されている。溝の壁面には施溝した際の線

状痕が明瞭に残っている。下端部に剥離面が存在し、一部に研磨痕が認められることから、製作時のものか、ま

たは使用途中の再加工によるものと考えられる。もう１点は、敲石に転用されており、扁平な円礫の４方向を打

ち欠くタイプものである。

類 別 器 種
出 土 ス テ ー ジ

その他 合 計
� � � �

農具 大型石庖丁 － － － － ２ ２
大型石庖丁の素材、剥片 １０ ３６ １ １ ２ ５０

工具 伐採斧 － － － １ － １
砥石 ６ ８ ２ １ ５ ２２
敲石 １６ ９ ２ － － ２８
台石 ２ ４ １ － － ７
凹石 ３ － － － － ３
擦石 １ － － － － １

漁撈具 石錘 － ２ － － － ２
用途不明品 棒状石製品（未製品） － １ － － － １

擦痕のある礫 ５ １ － － － ６
玉作関連遺物 碧玉製管玉 １ － － － － １

碧玉剥片 － ２ － － １ ３
水晶製玉作関連遺物 － － １ － － １
水晶剥片 １ １ １ － － ３

その他 珪化木板状剥片 － ２ １ － － ３
玉髄剥片 － － － － １ １

表１ Ｃ調査区石器数量組成表
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第１１図 Ｃ調査区石器・ガラス玉（縮尺 １／３：１～５、１／２：６、１／１：７～９）

挿図番号 器種 ステージ 法 量（�） 備 考 取上番号

１ 大型石庖丁 �～� 最大長１９．３、最大幅１０．０、最大厚２．１ １２５３
２ 敲石 � 最大長７．０、最大幅６．２、最大厚５．５、重量３７０g １８１
３ 台石 � 最大長（１９．７）、最大幅（１３．６）、最大厚７．７ １９０８
４ 砥石 � 最大長（７．２）、最大幅（７．８）、最大厚３．７ ９３２
５ 石錘 P１０６０ 最大長８．０、最大幅４．５、最大厚４．３ 重量１４８．６g １７７３
６ 棒状石製品 SK４７０ 最大長７．０、最大幅２．０、最大厚１．９ 重量３９．１ｇ １２９９
７ 管玉 � 最大長０．９、径０．４、孔径０．１～０．１５ 碧玉製 ６２
８ ガラス小玉 � 径０．６、孔径０．１５、最大厚０．３ 淡青銅色 ソーダ石灰ガラス １８
９ ガラス小玉 SK４６８ 径０．４、孔径０．２、最大厚０．２５ エメラルドグリーン カリガラス １３５２

１１
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用途不明品（第１１図６） ６は、棒状石製品と呼んでいるものの未製品と考えられる。棒状の礫を素材とし

ており、器体は研磨により整形されている。上端部の表裏には面が形成されており、本来はこの後、穿孔が加え

られ、使用されたものであろう。

玉作関連遺物（第１１図７） ７は、碧玉製管玉である。断面の形状から片面穿孔によるものと考えられる。

水晶製玉作関連遺物は長さが１．４�、６�四方の角柱体を呈する。これは、奈具岡技法の第４工程にあたると

考えられる（７）。板状剥片から作出された角柱体に押圧剥離が加えられて、一層直方体に近い形状に調整する段階

である。この後、研磨により円柱体、もしくは多角柱体を作出し、打割により径３～５�程度の小玉複数個、も

しくは算盤玉を作り出したとみられる。また、水晶の穿孔にはしばしは珪化木製の石針が使用されるが、本調査

区でも長さ９�と１５�の珪化木の板状剥片が２点出土している。しかし、これらが実際に石針に加工されたかど

うかは断定できない。

ガラス玉（第１１図８、９）

ガラス小玉が２点出土している。９は、SK４６８から炭化穀物に伴って出土した。８はソーダ石灰ガラス、９は

カリガラスを主成分としている（第６章参照）。

鉄器（第１２図１、２）

鋳造鉄器の破片２点、棒状鉄器１点、不明鉄器１点が出土しており、そのうち、２点を図示した。

１は、鋳造鉄斧の側縁部破片である。完存していれば、刃部がわずかに鉞状にひろがる形態で、袋部横断面形

は、長六角形を呈すると思われる。中心ラインに沿って鋳型の合わせ目が明瞭に残る。刃部側の破面は平坦であ

り、砥石等で整形されたとみられる。同様に身部側の破面も整形されていることから、再利用を目的として用意

された素材と考えられる。出土層位から弥生時代後期後葉～古墳前期初頭に比定される。

２は鍛造品である。棒状を呈し、身部は上端から下端かけて厚みが増す。頭部は鍛打によって潰れており、身

部の上端にみられる変形もこの時の衝撃によるものと考えられる。身部の上端１／３の範囲では、断面がわずか

に屈曲している。棒状の鉄素材を作り出す際に左右両側面から鍛打されたことによるものなのかもしれない。下

端部はほぼ平坦である。人為的な圧力が加わったものなのか、破損したのものなのか特定できない。また、この

状態で機能を果たしていた可能性も考えられる。出土層位からで弥生時代後期後葉に比定される。

青銅器（第１２図３）

３は小型!製鏡の素文鏡である。１層中の出土である。径が２．３�と非常に小さく、鈕がやや変形している。

第１２図 Ｃ調査区鉄器・青銅器（縮尺 １／２：１～３）

挿図番号 器種 ステージ 法 量（�） 備 考 取上番号

１ 鋳造鉄斧 �～� 長６．３、最大幅３．２、最大厚１．３ １２５３
２ 棒状鉄器 � 長５．８、最大幅１．０、最大厚０．７ １４７６
３ 素文鏡 � 径２．３、最大厚０．１ 鈕－０．４ １２１５
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第３章 Ａ調査区の概要
１ 標準層序（第１３図）

調査区の北東壁、南東壁の土層断面を図示した。２～５層は出土遺物から中世から近世に至るまでの堆積層と

考えられる。調査区西側では２層上面で南西から北西方向に延びる溝が検出され、陶磁器や染付椀等が出土して

おり、近世以降の水路と考える。６層は暗茶色粘土で、わずかながら木片が散見されるようになる。遺物は１～

２�程の土器細片が多く出土しており、摩滅が著しい。雁又式鉄鏃が１点出土している。出土遺物から奈良期以

降の堆積層と考えられる。７層は調査区東側にのみ堆積している層で、暗灰色粘土である。層を構成する堆積物

や土器の出土状況は６層と類似する。８層は暗褐色粘土で有機物を含む。加工木等の木材が多く出土し、調査区

東側では加工木が集中して出土する箇所がみられた。古墳時代前期の土器を包含しており、その出土量は顕著で

ある。また、土器片の多くがほとんど摩滅を受けていない。９層は南東壁の南側にのみ堆積する層で、８層と類

似するが、有機物を多く含む。古墳時代前期の土器を含んでおり、土器型式において８層との時期差を見出すこ

とはできない。１０層は緑灰褐色粘土で、草本類を多く含む。加工木等の木材が多く出土しており、木製品もみら

れる。弥生時代後期後葉から後期末の土器を包含する。北東壁の東端では、１０層上面から古墳時代前期の溝状遺

構SD８１が掘り込まれている。１１層は灰褐色粘土で１０層と同じく草本類を含んでいるが、粘性が強い。木材や木

器は出土していない。土器片が数点出土しているが、細片であるため時期の特定には至らなかった。１１層上面か

らは溝状遺構３基（SD８３、８４、８５）が掘り込まれている。１２層は灰褐色粘土で、植物等の腐食物を多く含んで

いる。１３は粘性の強い茶色粘土で、１４層は暗灰色砂層である。１２～１４層までは遺物は出土せず、時期の特定には

至らない。ただ、財団調査時の１４層は、県道調査区�緑灰色砂質土や国道調査区
層（縄文時代後期～晩期の包

含層）に相当すると考えられる。

２ 遺構

弥生時代後期（第１３、１４図）

北東壁の土層断面の観察により、溝状遺構３基を確認している。

SD８３は、北東壁土層断面の東側で確認された。東側はSD８１によって切られており、西側はSD８４を切る。土層

断面で検出した幅は１．４mである。深さは最大５０�を測り、西側の立ち上がりは階段状に緩やかになっている。

埋土は３層に分かれる。２４、２５層は草本類を多く含む粘土で、１０層と類似している。２６層は草本類を含む砂層で

ある。遺物は２４～２６層で板材等の加工木が出土しており、その長軸が南北方向に揃うものが多い。２４層から弥生

時代後期末の土器が出土しており、本遺構は弥生時代後期末の段階に埋没したと考えられる。

SD８４は、北東壁土層断面の東側から中央付近にかけて確認された。東端はSD８３に切られる。土層断面で検出

した幅は４．４mである。深さは最大で５５�を測り、西側の立ち上がりは底面から３０�のところから傾斜が緩やか

になる。埋土は９層に分かれる。２８～３１層までは草本類を多く含む粘土層であるが、２９、３１層には砂が多く含ま

れており、砂混じり層と粘土層が互層状に堆積している。遺物は、２８層から３１層にかけて加工木が多く出土して

おり、容器の脚（５）、桶底などの木製品もみられる。加工木の長軸は南北方向に揃うものが多い。３０層からは

弥生時代後期中葉から後期後葉の土器が出土しており、わずかに弥生時代中期後葉のものがみられる。このこと

から本遺構は弥生時代後期後葉の段階にはほとんど埋没したとみられ、その後、１０層が堆積する弥生時代後期末

の間に完全に埋没したと考えられる。他の遺物として、３１層から擬餌状骨角器１点が出土している。

SD８５は、北東壁の西側で検出され、その延長部を南西壁の西側土層断面で確認することができた。これによ

り本遺構は南西から北東方向に延びる溝状遺構であることが明らかとなった。検出した長さ６m、幅は３．８m以

上を測る。深さは最大で８０�を測り、東側の立ち上がりは緩やかである。埋土は１３層に分かれる。埋土の大半は

草本類を多く含む粘土層であるが、３５層、４２層、４６層は砂を多く含み、砂混じり層と粘土層が互層状に堆積して

いる。３７層と４１層は草本類を多く含む粘性の強い粘土層で、４１層は最大で４０�と厚く堆積している。遺物は、最

上層である３５層から加工木等の木材が多く出土している。これらの木材は本遺構がほぼ埋没した後、その窪地に

堆積した可能性も考えられる。３６層から木庖丁（３）、カセ（４）が、４６層から斧柄（１）が出土している。３５
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～３７層から弥生時代後期後葉の土器片が出土し、本遺構は弥生時代後期後葉の段階で埋没したと考えられる。

古墳時代前期（第１５図）

北東壁、南東壁において溝状遺構２基を確認した。

SD８１は北東壁、南東壁の土層断面で確認された南北方向に延びる溝状遺構である。北東壁で検出した幅は１．３

mを測る。深さは最大で８０�を測り、西側の立ち上がりは急である。埋土は７層に分かれる。１７、１８層は砂層も

しくは、砂混じり層で、草本類を多く含む。遺物は、最上層１５層から２０層から古墳時代前期の土器が多く出土し

ている。本遺構は古墳時代前期の間に形成され、埋没したとみられる。また、SD８１に近接する調査区東側の８

層から加工木が溜まり状にみられる箇所が検出された。加工木は長軸を南北方向に揃える。加工木の周囲で古墳

時代前期の土器が多く出土しており、器台や高坏の占める割合が多い。

SD８２は南東壁南側で確認された。SD８１を切る。埋土は２層に分かれ、２２層は草本類を多く含む粘土層で板材

などの加工木等の木材が多くみられる。古墳時代前期の土器が出土している。

他に、調査区西側において杭が直線上に３本打ち込まれた箇所を確認した。これらの杭は北から８５�、９０�の

間隔で並ぶ。北と南の杭は幅２０�程の板材を使用しており、真ん中の杭は５�角の角材を使用している。南北方

向に延びる杭列と考えることもできるが、北側の延長方向に確認できないこともあり、躊躇される。

第１４図 木器・木材検出状況 弥生時代後期

第１５図 木器・木材検出状況 古墳時代前期

１５



0 10㎝�S＝1：4

1

3

7

8

2

9 10

6
4

5

３ 遺物

土器（第１６図）

８層、１０層から出土した土器を２点、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての溝状遺構から出土したものを

８点図示した。１は８層から出土した甕で、口縁端部は面取りしている。古墳時代前期のものか。２は１０層から

出土した甕で、口縁上端部をやや丸くおさめている。松井編年�期に該当する。３はSD８１から出土した壺で、

内傾する複合口縁を持つ。古墳時代前期初頭か。４はSD８２から出土した甕で、口縁上端部は面取りし、肩部に

はヘラ状工具による刺突文が施される。松井編年	�期に相当する。５と６はSD８３から出土した土器である。

５は口縁部上端をつまみ出しており、松井編年�期に該当する。６は口縁部外面に波状文が施され、松井編年

�・�期に該当する。７と８はSD８４から出土したものである。７は甕で、口縁部外面に多状平行沈線を施し、

松井編年
期に該当する。８は壺で、口縁部に３条の凹線文を施す。弥生時代中期後葉に相当する。９と１０は

SD８５から出土したものである。９は甕で、松井編年�・�期に該当する。１０は甕で、口縁外面はナデのみであ

る。松井	期に該当するものか。

木器（第１７図）

木器の分類及び、各部位の名称は『木器集成図録―近畿原始篇―』（１９９３ 奈良文化財研究所）に従った（以

下、『木器集成』と略す）。本調査では、総数１，２１１点の木材、木製品が出土し、そのうち製品と思われるのは４２

点で、本書では８点を図示した。各掲載木器の出土層位については観察表を参照されたい。

１は、斧膝柄で、横斧の柄と考えられる。斧台は幅広の割に厚みが少ないタイプである。斧台側面に装着痕と

思われる跡が残っており、長さ５．８�以上の長さを持つ斧身が対応すると思われる。２は横槌である。身、柄共

に縦方向に半分欠損している。身にやや凹状を呈する部分がみられるが、使用痕であろう。３は木庖丁である。

第１６図 Ａ調査区土器（縮尺 １／４：１～１０）
挿図番号 器種 出土遺構 器高（�） 口径（�） 底径（�） 施 文 ・ 調 整 取上番号

１
２
３
４

５
６

７
８
９
１０

甕
甕
壺
甕

甕
壺

甕
壺
甕
甕

８層
１０層
SD８１
SD８２

SD８３
SD８３

SD８４
SD８４
SD８５
SD８５

（５．３）
（５．４）
（７．６）
（９．７）

（５．１）
（７．６）

（５．５）
（４．５）
（４．８）
（４．８）

△１４．３
△１２．８
△１９．６
△１４．４

△２０．８
△１７．０

△２０．２
△１２．２
△１６．６
△２０．８

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

外面：口縁部ナデ 内面：口縁部ナデ、頸部以下ヘラケズリ
外面：口縁部ナデ 内面：口縁部ナデ、頸部以下ヘラケズリ
外面：口縁部ナデ、頸部ナデ 内面：口縁部ナデ、頸部以下ヘラケズリ
外面：口縁部ナデ、肩部刺突文、体部
内面：口縁部ナデ、頸部以下ヘラケズリ
内外面：口縁部ナデ
外面：口縁部・肩部波状文
内面：口縁部ナデ、頸部ミガキ、頸部以下ヘラケズリ
外面：口縁部平行沈線文 内面：口縁部ナデ、頸部以下ヘラケズリ
外面：口縁部凹線文、頸部ハケ 内面：口縁部ナデ
外面：平行沈線文後ナデ 内面：口縁部ヘラミガキ
外面：口縁部ナデ 内面：口縁部ナデ、頸部以下ヘラケズリ

１３８
６７０
５４５
５５４

６８２
６８３

６７４
８４８
３４７
２７７
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第１７図 Ａ調査区木器（縮尺 １／６：１，２、１／４：３～８）
挿図番号 器 種 出土層位 法 量（�） 備 考 取上番号

１
２
３
４
５
６
７
８

斧膝柄
横槌
木庖丁
カセ
容器の脚
桶蓋
匙
用途不明品

SD８５
１０層
SD８５
SD８５
SD８４
１０層
１０層
８層

長（２８．６）、斧台長１７．８・幅６．１、握り径２．１×２．７
長（２８．７）、身径△８．３、柄径△３．０
長（１３．８）、幅（６．１）、厚１．２
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形状は背が緩やかに外反している。部分的に破損した刃部を削り直している。４はカセの腕木と考えている。中

央のほぞ穴に支え木の端を差し込む「支え木差し込み式」であろう。長さが１４．２�と、『木器集成』に記載のあ

る一般的なサイズ（２４～３５�）に比較すると小さい。５は容器の脚と考えられ、財団調査時においても出土して

いる。側面観が外反し、容器本体との装着面と思われる部分を有する。上端に穿たれた小孔に樹皮製の紐が残存

しており、本体に緊縛したものと考えられる。本体との装着面と接地面以外は赤色塗彩される。６は蓋である。

断面笠形を呈し、口縁部をやや肥厚させ端部を平坦に仕上げる形態で、置き蓋に分類される。口縁端部平坦面の

幅は一定でない。外郭線がやや外方に向かって広がるように見えるため、紐かけ孔を持つのかもしれない。内面

の粗い調整が目に付く。!によるとみられる加工痕がくっきりと残り、未成品の可能性もあると考えている。７

は匙である。身のみ残存する。内外面黒色塗彩されている。摩耗により塗彩が剥げているが、使用によるものか

は分からない。８は用途不明品である。平面略楕円形をしており、図中矢印部分に目釘が４箇所残存する。短辺

の一方にも小孔が空いており、目釘が入っていた痕跡かもしれない。小型容器の底板の可能性を考える。底板に

は不要と思われる２箇所の小孔が認められ、転用の可能性が考えられる。

第４章 発掘調査のまとめ
Ａ、Ｃ調査区の調査成果を概観し、まとめとしたい。

Ｃ調査区では、弥生時代後期から古墳時代前期初頭に相当する堆積層が細かく、複雑に切り合うことが確認さ

れた。これらの堆積層は炭化物や粘土ブロックを多く含み、土器の出土量も著しいことから遺構の埋土の可能性

があり、それが継続的かつ集中的に形成されたと考えられる。遺跡地内には、存在しない山土様の土の水平な堆

積もみられ、人為的な造成土と考えられる。また、敲石、砥石といった加工具や大型石庖丁の素材となる板状剥

片などが多く出土したことは、人々の生産活動を端的に示している。これらのことから本調査地が本遺跡におけ

る生活域に相当する可能性が高まった。

Ａ調査区では、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての溝状遺構が確認された。これらは近接しており、埋

没時期がそれぞれ異なることから、調査地周辺は溝が継続して形成される土地であったと考えられる。弥生時代

後期の溝からは木庖丁や紡織具であるカセ、斧柄、容器などの生活用具が多量の加工木とともに出土し、また、

古墳時代前期の溝からは多量の土器が出土している。このことからこれらの溝は居住域に近接した場所を流れて

いたと考えられ、弥生時代後期に遺跡中心部の西側を区画する溝（SD１１）は、本調査地より東側に位置するこ

とが推定される。

第２章、第３章 註

� 湯村功編 ２０００『青谷上寺地遺跡１』�鳥取県教育文化財団

北浦弘人編 ２０００『青谷上寺地遺跡２』�鳥取県教育文化財団

� SK４６７から出土した土器について鳥取県埋蔵文化財センター松井潔文化財主事の助言を得た。

� SK４６８の遺構埋土の洗浄、および抽出された炭化米等の植物遺体の同定は金原正明発掘調査委員に依頼

した。

� 斎野裕彦 １９９４「大型直縁刃石器（下）」『弥生文化博物館研究報告』第３集

� 湯村功編 ２００２『青谷上寺地遺跡４』�鳥取県教育文化財団

� 下條信行 １９８４「弥生・古墳時代の九州型石錘について―玄界灘海人の動向―」『九州文化史研究紀要』

� 財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター編 １９９７『京都府遺跡調査概報』第７６冊 �奈具岡遺跡

※鳥取県教育委員会事務局文化課の湯村功文化財主事から石器について、高尾浩司文化財主事から鉄器につ

いて助言を得た。
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第５章 Ｃ調査区の地下水に関する調査結果
１ はじめに

青谷上寺地遺跡を東西に二分するように、町道露谷本線が走っている。この町道の東側において、平成９年度

に青谷町教育委員会が試掘調査を実施しており、その際試掘坑の掘削壁面から多量の湧水が発生している。その

ため平成１０～１３年度の鳥取県教育文化財団による発掘調査では、町道東側にあたる県道調査区６区～８区、国道

調査区４区、５区で調査区の周囲に止水鋼矢板を打設して調査が行われた。これらの調査区は、Ｃ調査区の南側

隣接地にあたる。

平成１３年度に鳥取県埋蔵文化財センターは、青谷上寺地遺跡地内の５地点で地下水の水位変動を１年間観測し

た。Ｃ調査区に相当する地点にも水位観測坑が設置され（BP�―１）、観測の結果他の地点に較べ平均水位が１．５

～２倍高いことが確認されている。またこの地点では、観測坑設置の際に得たボーリングコアの土壌分析も実施

されており、地表下３．６４～３．７５mの層からプラント・オパールが大量に検出されるなど、発掘調査の対象となる

深さが地表下４mにまで達することが確認されている。

以上のことから、Ｃ調査区での発掘調査にあたっては掘削深度が深く、かつ相当量の湧水が見込まれるため、

調査の安全を期するため鋼矢板を打設して調査を実施することとした。

一方で、鋼矢板の打設は地下の堆積層を分断する結果となるものであり、このことによる周辺地中環境への影

響を考慮することは、遺構、遺物の保存にとって必要な視座であると考え、Ｃ調査区で地下水に関する調査を実

施することとした。

調査の内容及び方法について、鳥取県衛生環境研究所から指導を受け、青谷上寺地遺跡発掘調査委員会で検討

した結果、水位観測と水質調査を下記の要項で実施することとした。

第１８図 Ｃ調査区地下水調査実施地点位置図
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調査実施地点：発掘調査区から１０m離れた３地点ａ、ｂ、ｃ（第１８図）で実施

調査対象深度：地表面下６～１０mの粘性土部と地表面下４～５mの砂質土部を調査対象とするため、それぞれ

深度１０m（ａ―１、ｂ―１、ｃ―１）と５m（ａ―２、ｂ―２、ｃ―２）の２本の観測坑を設

置する。

観測坑の掘削口径は、φ６６�とする。

調査実施期間：平成１４年１２月～平成１５年１１月（平成１４年１２月～平成１５年５月―鋼矢板打設前、６月―鋼矢板打

設時、７月～１０月―発掘による掘削時、１１月―調査区埋め戻し及び鋼矢板引き抜き後）

調 査 方 法：�水位観測―各観測坑に連続観測可能な水位計を設置して実施。

�水質調査―深度５mの観測坑を対象として実施。毎月１回採水し、埋蔵文化財センター職員

が水温調査、pH値測定、ORP値測定、DO値測定を実施する。

―調査着手時と最終時の２回については、成分分析を鳥取県衛生環境研究所にて実

施する。

以下にＣ調査区における地下水に関する調査結果について報告する。

２ 地下水位観測結果

各地点における地下水位の経年変位およびその数値は第１９図、表２に示す。

表２ 地下水位変動一覧表

項 目

地 下 水 位 観 測 地 点

ａ―１

（粘性土）

ａ―２

（砂質土）

ｂ―１

（粘性土）

ｂ―２

（砂質土）

ｃ―１

（粘性土）

ｃ―２

（砂質土）

全期間

最高水位（GH＝m） ２．４９ ２．４８ ２．３９ ２．３９ ２．４９ ２．４９

最低水位（GH＝m） １．７６ －２．１５※２ １．８３ －１．９１※２ １．８９ －２．１２※２

平均水位（GH＝m） ２．１３ ２．１４ ２．１４ ２．１４ ２．１３ ２．１２

変 動 幅（m）※１ ０．７３ ４．６３ ０．５６ ４．３０ ０．６０ ４．６１

矢 板

打設前

最高水位（GH＝m） ２．３５ ２．３５ ２．３５ ２．３４ ２．３６ ２．３６

最低水位（GH＝m） １．７９ －２．１５※２ １．８８ －１．９１※２ ２．０１ －２．１２※２

平均水位（GH＝m） ２．１０ ２．１８ ２．１３ ２．１２ ２．１４ ２．１４

変 動 幅（m）※１ ０．５６ ４．５０ ０．４７ ４．２５ ０．３５ ４．４８

試 掘

調査中

最高水位（GH＝m） ２．３４ ２．４０ ２．３６ ２．３４ ２．２４ ２．３５

最低水位（GH＝m） １．８２ －２．１５※２ １．８３ １．９３※２ １．９６ －２．１２※２

平均水位（GH＝m） ２．１３ ２．１８ ２．１４ ２．１５ ２．１０ ２．０８

変 動 幅（m）※１ ０．５２ ４．５５ ０．５３ ０．４１ ０．２８ ４．４７

矢 板

引抜後

最高水位（GH＝m） ２．４９ ２．４８ ２．３９ ２．３９ ２．４９ ２．５５

最低水位（GH＝m） １．７６ －２．１５※２ １．８５ １．８１※２ １．８９ －２．０４※２

平均水位（GH＝m） ２．２６ ２．２５ ２．２０ ２．１７ ２．２３ ２．１９

変 動 幅（m）※１ ０．７３ ４．６３ ０．５４ ０．５８ ０．６ ４．５９

※１：変動幅は、最高水位から最低水位を引いたもの、※２：採水時の水位

なお、各データの対象期間は、次の通り。

全 期 間：２００２．１２．２７～２００３．１１．３０ 矢板打設前：２００２．１２．２７～２００３．６．２

試掘調査中：２００３．６．３～２００３．１１．４ 矢板引抜後：２００３．１１．５～２００３．１１．３０

２０



第１９図 地下水位～時間降水量関係図
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全観測期間中の各孔の平均水位を比較すると、３地点ともに標高２．１２～２．１４mの範囲内に収まっており、今回

の観測期間全体ではほとんど差がみられなかった。

また、試掘調査期間におけるトレンチ内の排水による周辺地下水位への影響は、矢板打設前と試掘調査中で

は、ａ地点、ｂ地点で試掘調査中、ｃ地点で矢板打設前の平均水位が数�程度高くなっている程度で、矢板打設

およびトレンチ内排水による地下水位への影響はみられなかった。

ただし、矢板引抜後は、第１９図に示すように平均水位が２～１３�の上昇がみられたことから、地下水位の変化

としては時間降水量の増減に伴う変化よりも矢板引抜に伴う変化の方が大きくみられた。この原因としては、矢

板引抜に伴う隙間が生じたことで地下水の流れ込みによる一時的な水位低下と元地盤を構成していた粘性土より

透水性のよい材料（真砂、砂）での埋め戻しに伴う地下水の涵養による水位上昇が考えられる。

今回の調査では、試掘中の排水による周辺の地下水位への影響はみられなかったが、矢板引抜後の地下水位の

急激な変化が確認された。ただし、１１月１４日以降は水位も安定してきたことから、今後このような地下水位の急

激な変動はないものと推察される。

３ 水質調査結果

簡易分析

平成１５年１月～１１月にかけて毎月測定した結果を第２０図、表３にまとめた。ａ―２、ｂ―２、ｃ―２の各地点

のうち、ａ―２、ｂ―２地点については若干の変動は認められるものの、地下水採取深度や季節的な影響による

条件を加味すればさほど大きな変化はみられないと言える。ｃ―２地点については、鋼矢板打設後のORP値、

DO値に変化が認められた。

鋼矢板
試料採取年月日

天候

水温 pH ORP（mV） DO（�／l）

ａ―２ ｂ―２ ｃ―２ ａ―２ｂ―２ｃ―２ ａ―２ ｂ―２ ｃ―２ ａ―２ｂ―２ｃ―２

打設前

平成１５年１月３１日（金）
曇時々雪

１６．９℃ １５．２℃ １５．５℃ ６．７４６．９９７．２８ －７８ －７６ －２５ ３．８ １．６ ８．６

平成１５年２月２７日（木）
曇時々雨

１６．１℃ １７．３℃ １６．５℃ ６．８２６．２４７．０８ －７２ －９３ －２１ ３．６ ２．１ ６．１

平成１５年３月２７日（木）
曇時々雪

１８．２℃ １８．２℃ １９．８℃ ７．１３６．８９７．１５ －９５ －９４ －３８ ６．４ ２．２ ７．２

平成１５年４月３０日（水）
曇時々雨

１９．６℃ １６．１℃ ２２．９℃ ６．９１６．９４７．０５ －１０６－１０４ －１３ ６．６ ２．５ ６．４

平成１５年５月３０日（金）
曇

１９．５℃ １９．１℃ ２３．８℃ ８．２３ ７．４ ７．４７ －８６ －８９ －１８ ５．８ １．８ ５．５

打設後

平成１５年６月２６日（木）
曇時々雨

２１．０℃ １７．７℃ ２２．０℃ ７．９ ７．４５ ７．０ －１２５－１１１ －９３ ７．０ ０．７ ２．１

平成１５年７月３０日（水）
曇時々雨

２３．８℃ １８．１℃ ２２．１℃ ７．２３８．６６８．０１ －１１３－１１７ －８８ ５．１ １．７ ５．５

平成１５年８月２９日（金）
晴時々曇

２５．７℃ ２１．３℃ ２７．２℃ ９．０２８．２９７．３２ －１２１－１１６ －９９ ５．３ ２．８ ５．２

平成１５年９月２６日（金）
晴

２４．９℃ ２１．７℃ ２６．１℃ ７．０４６．８６７．２８ －１２２－１１９ －８５ ５．６ ３．６ ６．１

平成１５年１０月３０日（木）
晴時々曇

２０．５℃ １９．４℃ ２１．０℃ ７．２６ ６．８ ７．１６ －９７ －１１９ －９７ ７．２ ２．６ ６．３

引抜後
平成１５年１１月２６日（水）

曇時々晴
１９．７℃ １７．８℃ ２０．５℃ ７．０３６．７６７．１２ －１００－１０５ －６２ ７．２ ２．４ ７．３

表３ 地下水簡易分析結果一覧表（測定：鳥取県埋蔵文化財センター）
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第２０図 酸化還元電位（ORP）、溶存酸素（DO）の変遷

２３



ｃ―２地点のORP値は１月～５月分の－３８～－１３mVという数値に対し、鋼矢板打設後最初の分析である６月

２６日採取分が－９３mVとなり、以降、鋼矢板打設中の分析結果は－９９～－８５mVまでの値で推移している。

DO値は、鋼矢板打設前の５月３０日測定時は５．５�／lであったが、鋼矢板打設後最初の分析である６月２６日分が

２．２�／lを示した。ただ、翌月以降の分析では、鋼矢板打設前のデータとさほど変わらない数値に戻っている（表

３）。

全体的に見て、ORP値はｃ―２地点の前半期を除いて－１００前後であり、還元状態にあると考えられる。通常、

沖積層中における地下水の水質変化の特徴は、地層中の有機質分解を通して還元的方向に推移していくと言われ

ている。他地域の地下水では、ORP値が正値である例がよく見られるが、ORP値が負値の地下水に長期間遺跡

が浸っているとすれば、正値の地下水に浸っている場合と比べて遺物の腐食は少ないと考えられる。

成分分析

青谷上寺地遺跡Ｃ調査区で採取した地下水は塩素イオン量・電気伝導率等の結果から淡水性地下水に分類さ

れ、海の近くに位置するが海水の影響はほとんど受けていないことが判明した。

２回の分析結果においては、ｃ―２地点はａ―２、ｂ―２地点と比べて電気伝導率が低かった。特にｃ―２地

点のナトリウムイオン、マグネシウムイオン、カルシウムイオンの量は少なく、ａ―２、ｂ―２地点とは少し異

なる水質であることがわかった。また、発掘調査着手前（平成１５年１月３１日）と発掘調査終了・鋼矢板引き抜き

後（平成１５年１１月２６日）の２回分の分析結果を比較した結果、ｃ―２地点の硫酸イオン（SO４２－）値が増加して

いる点を除けば目立った変化はみられなかった（表４）。硫酸イオンは人間の生活活動などの人為的汚染により

増加する場合がある。今回の場合、生活環境水や調査後の埋め戻し土の影響が考えられる。

検査項目
ａ―２ ｂ―２ ｃ―２

H１５．１．３１ H１５．１１．２６ H１５．１．３１ H１５．１１．２６ H１５．１．３１ H１５．１１．２６

EC（mS／�）
（電気伝導率）

１．１０ １．２３ ０．９２ １．０６ ０．３７ ０．５２

Na＋（�／l）
（ナトリウムイオン）

１４５ １３７ １３７ １０４ ９０ ６７

NH４＋（�／l）
（アンモニウムイオン）

５．８ ８．５ ３．７ ５．３ １．４ ３．９

K＋（�／l）
（カリウムイオン）

１７ ３４ １３ ２５ ６．９ １９

Mg２＋（�／l）
（マグネシウムイオン）

２２ ２７ １７ ２１ ９．１ １２

Ca２＋（�／l）
（カルシウムイオン）

７７ ４３ ７２ ５１ ２８ ２８

F－（�／l）
（フッ素イオン）

０．１ ０．１ ０．１ ０．１ ０．１ ０．１

Cl－（�／l）
（塩素イオン）

１１８ ９０ １１９ ９０ ８３ ４５

Br－（�／l）
（臭素イオン）

０．６ ０．６ ０．５ ０．４ ０．２ ＜０．１

NO３－（�／l）
（硝酸イオン）

＜０．１ ＜０．１ ＜０．１ ＜０．１ ＜０．１ ＜０．１

NO２－（�／l）
（亜硝酸イオン）

＜０．１ ＜０．１ ＜０．１ ＜０．１ ＜０．１ ＜０．１

SO４２－（�／l）
（硫酸イオン）

０．５ ＜０．１ ０．３ ＜０．１ ０．９ ６．３

表４ 地下水成分分析結果一覧（分析：鳥取県衛生環境研究所）
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第６章 Ｃ調査区における自然科学分析の成果
はじめに

今年度に調査を実施したＣ調査区では、各種自然科学分析を実施した。そのうち、本書ではガラス小玉および

碧玉の蛍光Ｘ線分析、赤色顔料分析、放射性年代測定法、植物珪酸体分析についての報告を行うものとする。た

だし、植物珪酸体分析は分析結果のみの記載に留め、詳細な検討については今後行う予定である。

植物珪酸体分析は、株式会社古環境研究所に、その他の分析についてはパリノ・サーヴェイ株式会社に分析を

委託した。

１ ガラス小玉および碧玉の蛍光Ｘ線分析

� 目的および試料

本調査では、青谷上寺地遺跡より出土したガラス小玉２点、碧玉製管玉１点および材料岩石２点について蛍光

Ｘ線分析装置（セイコーインスツルメンツ製：SEA２１２０L）による元素分析を実施し、材質に関する情報を得る

ことを目的とし、碧玉については産地の検討を行うものとする。

対象とする試料は、１層の上に堆積する砂層から出土した淡青銅色のガラス小玉（第１１図８）、SK４６８埋土中

から出土したエメラルドグリーンのガラス小玉（第１１図９）、１層上面から出土した緑色の碧玉製管玉（第１１図

７）、材料岩石と予想される、ステージ�から出土した碧玉の剥片２試料（№１７３６、№１０３５）である。

� 分析方法

蛍光Ｘ線分析は、サンプリングが困難な文化財の材質調査に広く用いられている手法であるが、ごく表面層を

測定対象としているため、出土遺物表面が風化の影響を受けている場合、遺物本来の化学組成を導くことは難し

く、本来の化学組成を知るためには風化層を除去しなければならない。ただし、遺物保存の観点から考えれば、

外観上の変化を伴わない本分析法は概略の化学組成を知るためには極めて有効な手法となる。

本報告では、非破壊を前提とした材質調査を目的とすることから、試料はクリーニング処理や風化層の除去を

行わず、調査に用いる。材質調査に用いた装置はセイコーインスツルメンツ�製エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析

装置（SEA２１２０L）である。測定にあたっては直接照射を原則とするが、ガラス小玉と碧玉製管玉については試

料が小さいことからマイラー膜（２．５μm）（ケンプレックス製CatNo１０６）で固定し、測定を実施する。

各試料について得られた特性Ｘ線スペクトルは元素定性を実施した後、ノンスタンダードによるFP法（ファ

ンダメンタルパラメーター法）により、酸化物として定量演算を行い、相対含有率（質量％）を算出する。ただ

し、マイラー膜を使用する試料については吸収補正を施して、演算を行うこととする。なお、本装置による定量

可能元素は１１Naから９２Ｕの範囲にある元素であり、これら範囲外の元素についてはFP法による定量演算に利用

することが出来ないこと、また半定量的に相対含有率を算出しているが、実際にはどの程度の深さまでＸ線が進

入しているのか不確実な部分もあり（例えば表面の風化層のみから発生した特性Ｘ線を検出しているのか、ある

いは風化層より内部の新鮮部分の材質も含めた特性Ｘ線を検出しているのか）、結果の評価には注意する必要が

ある。本調査における測定条件を以下に示す。
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ガラス小玉（第１１図８）の蛍光Ｘ線スペクトル（左：励起電圧１５kV、右：５０kV）

第２１図 ガラス小玉の蛍光Ｘ線スペクトル

取上番号 Na２O Al２O３ SiO２ K２O CaO TiO２ MnO Fe２O３ CuO ZnO Rb２O SrO ZrO２ SnO２ BaO PbO

№１８ ４．６０１８．２８６７．５５１．８３ ２．８０ ０．８０ ０．１０ １．８１ １．３３ ０．０２ ― ０．１１ ０．１８ ０．１１ ０．１２ ０．３４

№１３５２ ― １０．６９７６．１５８．１７ １．２８ ０．２３ ０．０４ １．１０ １．６１ ― ０．０６ ― ０．０４ ０．１３ ― ０．４９

（単位：wt％）

表５ ガラス小玉の化学組成

ガラス小玉・碧玉の測定条件

測定装置 SEA２１２０L

管球ターゲット元素 Rh

コリメータ φ１０．０�

フィルター なし

マイラー ON又はOFF

雰囲気 真空

励起電圧（kV） １５ ５０

管電流（μA） 自動設定 自動設定

測定時間（秒） ３００ ３００

定性元素 Na～Ca Sc～Ｕ
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� 結果

・ガラス小玉

ガラスは、珪酸原料に融剤および着色剤を調合し、溶融・冷却という過程を経て製品となる。ガラス製品にお

ける化学組成の違いは原材料や製作技術あるいは製作時期の違いを反映し、当時の交易や流通の解明につながる

情報の一つと考えられる。古代ガラスの遺物は大陸と地理的に近い九州地方を中心とした西日本の遺跡に多く見

られ、これまでのところ国内においては弥生時代以降の遺跡においてのみ見いだされている。古代ガラスの化学

組成に関する分類基準は現在のところ、まだ体系的な基準は設けられていないが、山崎（１９９０）によれば古代の

ガラス製品は融剤に主として鉛を用いた鉛ガラスとナトリウム・カリウム等アルカリ元素を用いたアリカリ石灰

ガラスに大別される。時代別にみると、弥生時代に出土するガラス製品は鉛ガラス、アルカリ石灰ガラス、また

バリウムを多く含む特殊な鉛ガラスである。古墳時代に入ると鉛ガラスの出土が認められず、アルカリ石灰ガラ

スが主体となる。古墳時代中期後葉になるとアルカリ石灰ガラスの色が多様化し、古墳時代後期からは再び鉛ガ

ラスも出土するようになると報告している。また、近年では肥塚（１９９５、１９９９、２００１）によって詳細な検討がな

されており、融剤の種類によってアルカリ珪酸塩ガラス、鉛珪酸塩ガラス、アルカリ鉛珪酸塩ガラスのグループ

に分類しており、さらにこれらを構成酸化物の種類と量から、アルカリ珪酸塩ガラスをK２O―SiO２系・Na２O―CaO

―SiO２系・K２O―CaO―SiO２系・Na２O―Al２O３―CaO―SiO２系・（Na２O／K２O）―CaO―SiO２系に、鉛珪酸塩ガラスをPbO―

SiO２系・PbO―BaO―SiO２系に、アルカリ鉛珪酸塩ガラスをK２O―PbO―SiO２系としている。

調査対象としたガラス玉の蛍光Ｘ線定性スペクトルを図１．１．～１．３に示し、FP法により求めた化学組成を表

１．１．に掲げる。ただし、本報告では網目形成酸化物であるSiO２や、網目修飾酸化物であるNa２O・K２O・MgO・

CaO、また、中間酸化物となるAl２O３・PbOなどについて一応の定量を行ってはいるものの、基本的に表面風化

層の除去を行っていないことから、本来の材質を反映した結果とは成り得ていない。したがって、基本的には鉛

珪酸塩ガラスを鉛ガラスまたはバリウムを伴う鉛バリウムガラスに、アルカリ珪酸塩ガラスをカリガラスまたは

石灰を含むアルカリ石灰ガラスに位置付けるのみに止めることとする。

・碧玉

碧玉は玉髄の一種であり、微細な石英の結晶の緻密集合体である。鉱物学的には赤、黄、褐、緑、黒色などの

ものも含むが、考古学では不純物が多く緑色を呈するものを碧玉と称する。また、慣用的に良質な緑色凝灰岩も

含めて碧玉と呼ぶことが多い。碧玉は玉類の材料の一つとして弥生時代から利用され始め、代表的な石材産地と

しては島根県玉造の出雲石が挙げられる。そのほかには新潟県佐渡、兵庫県玉谷、石川県二俣、富山県細入村、

愛知県土岐、北海道興部、兵庫県石戸、北海道空知川、北海道茂辺地川などに碧玉もしくは碧玉様緑色岩の原産

地がある（藁、１９９９）。

調査対象とした碧玉の蛍光Ｘ線定性スペクトルを図１．４．～１．５に示し、FP法により求めた化学組成を表１．２．に

掲げたが、いずれの試料もSiO２は８０％程度であり、Al２O３やFe２O３などの不純物が多く含まれることが指摘され

る。

� 考察

・ガラス小玉

１層の上に堆積する砂層から出土した淡青銅色のガラス小玉は、外径５～６�、内径約１．８�のガラス小玉で

ある。透過型実体鏡下での観察では、両小口面、胴部は丸みを帯び、小口面表面には気泡が露出したような穴が

見られるが、擦痕は確認されない。孔の内壁は凹凸を有すが、一部に孔と平行する筋状の擦痕が観察される。内

部気泡の状態は不透明度が高いため観察が難しく、状態は不明である。材質的にはアルカリ石灰ガラスと考えら

れ、中間酸化物であるAl２O３が多いことから高アルミナ型のアルカリ石灰ガラスと認識される。なお、肥塚

（１９９９）はガラスの風化表面と内部新鮮面を調査し、風化による成分変動を検討しており、ソーダ石灰ガラスに

ついては風化表面でNa２Oが著しく減少する傾向があることを指摘している。本試料ではCaO以外の修飾酸化物
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碧玉剥片（№１７３６ L３３NW）の蛍光Ｘ線スペクトル（左：励起電圧１５kV、右：５０kV）

碧玉剥片（№１０３５）の蛍光Ｘ線スペクトル（左：励起電圧１５kV、右：５０kV）

第２２図 碧玉の蛍光Ｘ線スペクトル

取上番号 Na２O Al２O３ SiO２ K２O CaO TiO２ MnO Fe２O３ CuO Rb２O SrO ZrO２ BaO

第１１図７ １．６７ １５．４ ７７．２５ １．２０ ２．９８ ０．４１ ０．０２ ０．７３ ０．０１ ０．０１ ０．１２ ０．０２ ０．１９

№１７３６ ― １５．９８ ７９．１７ １．８９ ０．０３ ０．２４ ０．０４ ２．６０ ０．０２ ０．０１ ０．００ ０．０１ ―

№１０３５ ― １０．１２ ８３．７７ １．９３ ０．０４ ０．３２ ０．０４ ３．７３ ０．０２ ０．０２ ０．００ ０．０１ ―

（単位：wt％）

表６ 碧玉の化学組成
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としてNa２Oが４．６％含まれているが、風化によりNa２Oが減少していることも十分に考えられる。実際には内部

新鮮面での確認を必要とするが、ソーダ石灰ガラスである可能性が高いと推察される。また、材質的な特徴とし

てほかに、微量の鉛（PbO）、スズ（SnO２）、バリウム（BaO）が含まれている点が挙げられる。アルカリ石灰

ガラスにおける鉛の機能、起源について詳細は不明であるが、微量含まれる鉛を利用し、鉛同位対比を測定する

ことによって産地を推定する例もあり、今後の調査に活用できると思われる。一方、淡青銅色の発色には１．３３％

含まれる銅（CuO）が関与していると推定される。

SK４６８埋土中から出土したエメラルドグリーンのガラス小玉（第１１図９）は、外径３～３．５�、内径約１．２�の

ガラス小玉である。透過型実体鏡下での観察では、両小口面、胴部は丸みを帯び、表面全体に気泡が露出したよ

うな穴が多数見られるが、両小口面および胴部に擦痕は確認されない。透明度が高いガラスであり、内部には気

泡が散在する状態がはっきりと見られるが、気泡に方向性は認められない。材質的にはアルカリ珪酸塩ガラスで

はあるものの、第１１図８のガラス小玉とは材質が異なり、修飾酸化物としてK２Oが８．１７％含まれている点に特徴

がある。カリガラスと認識するにはAl２O３が多く、現段階ではカリガラス、アルカリ石灰ガラスのどちらの可能

性も考えられるが、カリガラスについては風化表面でK２Oが減少し、Al２O３が増加する傾向にあることから、カ

リガラスである可能性の方が高いと推察される。ただし、正確にはやはり内部新鮮面での確認が必要である。一

方、微量の鉛（PbO）、スズ（SnO２）が含まれることや、ガラスの発色に１．６１％含まれる銅（CuO）が関与して

いると推定されることなど第１１図８のガラス小玉と類似した特徴も認められる。

・碧玉

１層上面から出土した緑色の碧玉製管玉（第１１図７）は、長さ８～８．５�、外径３．５～３．８�であるが、孔径が

両端部で異なり１�と１．８�となっていることから、ドリル様の道具で穿孔されたことが推察される。一方、材

料岩石と予想される№１７３６のステージ�でみられる碧玉は緑黒色を、№１０３５のステージ�でみられる碧玉剥片は

オリーブ灰～緑灰色を呈す試料であるが、№１０３５の碧玉剥片については表面に酸化鉄と考えられる付着物が認め

られる。

調査対象とした試料の主要成分は当然SiO２であるが、Al２O３が１０～１６％程度含まれるなど不純物も多く含まれ

ている。石材の異同はこの不純物として含まれる成分の量比よって可能と考えられるが、材料岩石と予想される

№１７３６のステージ�でみられる碧玉と№１０３５のステージ�でみられる碧玉とでは、Al２O３に５％程度の差が見られ

るものの、他の成分に関しては大きな違いは見られておらず、類似した組成となっている。なお、Fe２O３に若干

の違いが見られてはいるが、№１０３５のステージ�でみられる碧玉表面には酸化鉄と予想される付着物が確認され

ており、この影響を受けFe２O３が多く検出されたと考える。これらのことから、化学組成的には両材料岩石は類

似して特徴をもっていると推察されるが、前述した理由もあり同一岩石であるとは断定はできない。

一方、第１１図７の１層上面から出土した碧玉製管玉については、材料岩石と予想された№１７３６のステージ�の

碧玉と№１０３５のステージ�の碧玉と比べてCaOが２．９８％と多く、Fe２O３が０．７３％と少ない傾向にあり、化学組成

が明らかに異なることから、材料岩石と予想された試料が石材として利用された可能性を肯定することは難し

い。

したがって、青谷上寺地遺跡出土碧玉の石材としては少なくとも２つの原材産地のものが存在することが予想

されるが、具体的な原産地の特定には至らなかった。
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２ 赤色顔料の分析

� 目的および試料

本調査では、青谷上寺地遺跡より出土した赤色顔料２点について蛍光Ｘ線分析装置（セイコーインスツルメン

ツ製：SEA２１２０L）による元素分析を実施し、材質に関する情報を得ることを目的とする。

対象とする試料は、取上番号№１０４１のステージ�でみられる塊状の赤色粘土塊（試料番号１）、№１７１６のステー

ジ�でみられる砥石表面に付着する赤色物質（試料番号２）である。

� 分析方法

・蛍光Ｘ線分析

材質調査に用いた装置はセイコーインスツルメンツ�製エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（SEA２１２０L）で

ある。各試料から微量採取した赤色物質は、マイラー膜（２．５μm）（ケンプレックス製CatNo１０６）に固定し、測

定を実施する。本調査における測定条件を以下に示す。

・電子顕微鏡観察

各試料から赤色顔料を微量採取し、乾燥させる。軽く粉砕し、試料台に導電テープで固定する。走査型電子顕

微鏡を用いて、１００―１０００倍程度で試料の構造などを観察する。

� 結果

・蛍光Ｘ線分析

№１０４１のステージ�から検出された塊状の赤色物質の蛍光Ｘ線定性スペクトルを図２．１．に、№１７１６のステージ

�から検出された礫表面に付着する赤色物質の蛍光Ｘ線定性スペクトルを図２．２．に示す。また、これらの定性結

果を一覧としてまとめた結果を表２に掲げる。

№１０４１のステージ�から検出された塊状の赤色物質において検出された元素はカルシウム（Ca）、マンガン

赤色物質の測定条件

測定装置 SEA２１２０L

管球ターゲット元素 Rh

コリメータ φ１０．０�

フィルター １次

マイラー ON

雰囲気 大気

励起電圧（kV） ５０

管電流（μA） 自動設定

測定時間（秒） ３００

赤色顔料１（№１０１４ステージ�）の定性元素

Ｚ 元素 元素名 ライン 積分強度（cps） ROI（keV）

２０ Ca カルシウム Kα １４．０５２ ３．５６―３．２

２５ Mn マンガン Kα １７．２５３ ５．７５―６．５

２６ Fe 鉄 Kα ６０１．１０４ ６．２５―６．５

３０ Zn 亜鉛 Kα ２７．５１２ ８．４６―８．０

４０ Zr ジルコニウム Kα ５７．５８３ １５．５３―１５．９６

８２ Pb 鉛 Lα ３０．５５ １０．３６―１０．７３

赤色顔料２（№１７１６ステージ�）の定性元素

Ｚ 元素 元素名 ライン 積分強度（cps） ROI（keV）

２０ Ca カルシウム Kα １３．９２１ ３．５６―３．８２

２６ Fe 鉄 Kα １１３２．２４８ ６．２５―６．５５

３０ Zn 亜鉛 Kα ２５．４３５ ８．４６―８．８０

４０ Zr ジルコニウム Kα ４２．７７７ １５．５３―１５．９６

表７ 赤色顔料の定性元素
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（Mn）、鉄（Fe）、亜鉛（Zn）、ジルコニウム（Zr）、鉛（Pb）である。また、№１７１６のL３２SW４層から出土した

礫表面に付着する赤色物質からはカルシウム（Ca）、鉄（Fe）、亜鉛（Zn）、ジルコニウム（Zr）が検出されて

赤色顔料１（№１０１４ステージ�）の蛍光Ｘ線定性スペクトル

赤色顔料２（№１７１６ステージ�）の蛍光Ｘ線定性スペクトル

第２３図 赤色顔料の蛍光Ｘ線定性スペクトル
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いる。ただし、本調査では赤色物質の材質調査を目的とすることから、大気雰囲気下での条件で測定を行ってい

るため、ケイ素（Si）やアルミニウム（Al）などの軽元素は検出可能元素として対象とはなっておらず、構成元

素として含まれている可能性は高いものの、検出には至っていない。

・電子顕微鏡観察

試料は、いずれも微細で不定形の粒子で構成されている。試料番号２の方がやや構成している粒子が細かい

が、２点の試料で大きな違いは認められない。なお、観察した範囲では、パイプ状等の構造は認められない。

� 考察

一般に遺跡などで検出される代表的な赤色物質にはベンガラ（赤鉄鉱；hematite［α―Fe２O３］）のほか、水銀

朱（辰砂；cinnabar［HgS］）、鉛丹（鉛丹；minium［Pb３O４］）などがあり、それぞれ鉄（Fe）、水銀（Hg）、鉛

（Pb）といった特有の元素によって構成されている（市毛、１９９８）。蛍光Ｘ線分析法では、これら特有の元素を

検出することによって、赤色物質の材質を判別することが可能となる。ただし、定性元素による材質判定はあく

までも間接的な定性手段であり、実際にはＸ線回折法などによる化合物同定が望ましい。特に、検出元素として

鉄が認められた場合には、それが赤鉄鉱（hematite）に由来するものか、針鉄鉱（goethite）などの他の鉄鉱物

に由来するものか、元素定性のみでは判断がつかず、曖昧な結果となる。

調査結果では、№１０４１のステージ�から検出された塊状の赤色物質、№１７１６のステージ�から出土した砥石表

面に付着する赤色物質ともに鉄が検出され、水銀や鉛など他の赤色物質を構成する元素の存在は確認されていな

いことから、これらの赤色物質は鉄の化合物、広義の意味でのベンガラと考えられる。ベンガラは狭義には赤鉄

鉱を意味し、天然の赤鉄鉱を利用する場合のほか、含水水酸化鉄を焼成して得られる赤鉄鉱を利用する場合があ

る（本田、１９９７）。また、赤鉄鉱にはパイプ状構造を示すものがあり、沼沢地などにおいて鉄バクテリアが生成

する含水水酸化鉄が出発物質であることが判明している（岡田、１９９７；降幡・沢田、１９９７）。今回の試料につい

ては、いずれもパイプ状構造が認められないことから、赤鉄鉱あるいは含水水酸化鉄を出発物質とすることが推

定される。

引用文献

本田 光子、１９９７、出土ベンガラの多様性について。日本文化材科学会第１４回大会研究発表要旨集、７８―７９。

市毛 勲、１９９８、新版 朱の考古学。雄山閣出版、２９６p。

岡田 文男、１９９７、パイプ状ベンガラ粒子の復元。日本文化材科学会第１４回大会研究発表要旨集、３８―３９。

降幡 順子・沢田 正昭、１９９７、酸化鉄系赤色顔料の基礎的研究。日本文化材科学会第１４回大会研究発表要旨

集、７６―７７。

藁科哲男、１９９９、石器および玉類原材料の産地分析。松浦秀治・上杉 陽・藁科哲男（編）考古学と自然科学４

考古学と年代測定学・地球科学。同成社、２５９―２９３。

鹿野和彦・山内靖喜・高安克巳・松浦浩久・豊 遙秋、１９９４、松江地域の地質。地域地質研究報告（５万分の１

地質図幅）、地質調査所、１２６p。
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３ 放射性炭素年代測定

� 目的および試料

試料は、木材５点（試料番号１～５）、炭化材１点（試料番号６）、炭化種子２点（試料番号７、８）の計８点

である。試料番号３～５は、弥生時代後期前葉から中葉と考えられる堆積層から（の包含層と想定される５層か

ら）採取された。５層からは、木製遺物が多数出土している。試料番号１、６、７は、土坑SK４６７最下層から採

取された。SK４６７は、埋土中より土器片や炭化米が出土している。試料番号８は、土坑SK４６７の埋土中から採取

された。SK４６７・SK４６８も後期末から古墳時代前期初頭の遺構と考えられている。試料番号２は、２層上面で検

出された古墳時代後期と想定される掘立柱建物（SB７―Ｐ７）の埋土中から採取された。

これらの試料全８点を対象に加速器による放射性炭素年代測定（AMS法）を実施し、年代資料を得る。なお、

木材試料は、樹種確認のための試料採取後、全量を放射性炭素年代測定に使用した。また、炭化種子も全量を測

定に使用した。

� 分析方法

測定は株式会社加速器研究所の協力を得て、AMS法により行った。なお、放射性炭素の半減期はLIBBYの半

減期５，５６８年を使用する。また、測定年代は１９５０年を基点とした年代（BP）であり、誤差は標準偏差（One Sigma）

に相当する年代である。なお、暦年較正は、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV４．４

（Copyright １９８６―２００２ M Stuiver and PJ Reimer）を用い、いずれの試料も北半球の大気圏における暦年校

正曲線を用いる条件を与えて計算させている。

なお、木材と炭化材については、生物顕微鏡・実体鏡で観察・同定する。

� 結果および考察

放射性炭素年代測定結果と暦年較正結果を表３に示す。試料の測定年代（補正年代）は、試料番号１が２２１０BP、

試料番号２が１５３０BP、試料番号３が２１２０BP、試料番号４が２０８０BP、試料番号５が１９３０BP、試料番号６が１９００

BP、試料番号７が１８１０BP、試料番号８が１８２０BPの値を示す。

出土遺構別に測定年代（補正年代）を見ると、SK４６７最下層から出土した木材（試料番号１、６、７）が約１８００

～２２００年前、SK４６８から出土した木材（試料番号８）が約１８００年前、試料番号３～５が約１９００～２１００年前、SB

７―Ｐ７埋土出土木材（試料番号２）が約１５００年前の値を示す。これらの値は、遺構の年代所見とも概ね一致す

ると言える。また、木材の樹種はいずれもスギであった。
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４
１８
３０
±
３０

ca
l
A
D
３３
―
ca
l
A
D
３７

ca
l
A
D
５６
―
ca
l
A
D
１３
３
ca
l
B
P
１
，９
１７
―
１
，９
１３

ca
l
B
P
１
，８
９４
―
１
，８
１７

０
．０
２０

０
．９
８０

IA
A
A
―３
１４
５１

７
１４
７１

SK
４６
７

最
下
層
弥
生
時
代
後
期

末
～
古
墳
時
代

前
期
初
頭

炭
化
種
子

イ
ネ

１８
１０
±
４０

－
２３
．３
７
±
０
．９
０
１７
８０
±
３０

ca
lA
D
１３
４
―
ca
lA
D
１６
４

ca
lA
D
１６
６
―
ca
lA
D
２０
２

ca
lA
D
２０
６
―
ca
lA
D
２４
４

ca
l
B
P
１
，８
１６
―
１
，７
８６

ca
l
B
P
１
，７
８４
―
１
，７
４８

ca
l
B
P
１
，７
４４
―
１
，７
０６

０
．２
７２

０
．３
２９

０
．３
９９

IA
A
A
―３
１４
５２

８
１３
６２

SK
４６
８

埋
土
中
弥
生
時
代
後
期

末
～
古
墳
時
代

前
期
初
頭

炭
化
種
子
ア
ズ
キ
１８
２０
±
４０

－
２３
．３
３
±
０
．９
４
１７
９０
±
３０

ca
lA
D
１３
４
―
ca
lA
D
１６
２

ca
lA
D
１６
８
―
ca
lA
D
２０
１

ca
lA
D
２０
６
―
ca
lA
D
２３
９

ca
l
B
P
１
，８
１６
―
１
，７
８８

ca
l
B
P
１
，７
８２
―
１
，７
４９

ca
l
B
P
１
，７
４４
―
１
，７
１１

０
．２
９２

０
．３
４４

０
．３
６４

IA
A
A
―３
１４
５３

計
算
に
は
、
R
A
D
IO
C
A
R
B
O
N
C
A
L
IB
R
A
T
IO
N
P
R
O
G
R
A
M
C
A
L
IB
R
E
V４
．４
（
C
op
yr
ig
ht
１９
８６

―２
００
２
M
St
ui
ve
r
an
d
P
J
R
ei
m
er
）
を
使
用

計
算
に
は
表
に
示
し
た
丸
め
る
前
の
値
を
使
用
し
て
い
る
。

付
記
し
た
誤
差
は
、
測
定
誤
差
σ
（
測
定
値
の
６８
％
が
入
る
範
囲
）
を
年
代
値
に
換
算
し
た
値
。

表
８

放
射
性
炭
素
年
代
測
定
と
暦
年
較
正
結
果
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地
点
・
試
料

分
類
群

学
名

１
２

３
４

５
６

７
８

９
１０

１１
１２

１３
イ
ネ
科

G
ra
m
in
ea
e（
G
ra
ss
es
）

イ
ネ

O
ry
za
sa
ti
va
（
do
m
es
ti
c
ri
ce
）

１５
４

１２
９

２０
１

２９
５

２１
７

２３
２

１９
２

２３
６

４２
９

２０
６

１６
４

２０
４

３５
９

イ
ネ
籾
殻
（
穎
の
表
皮
細
胞
）

O
ry
za
sa
ti
va
（
hu
sk
P
hy
to
lit
h）

８８
３０
１

４７
９

３１
６

３２
６

１１
２

４８
０

４０
１

５６
１５

１７
９

６７
１

７０
４

ム
ギ
類
（
穎
の
表
皮
細
胞
）

H
or
de
um

―T
ri
ti
cu
m
（
hu
sk
P
hy
to
lit
h）

１４
１４

キ
ビ
族
型

P
an
ic
ea
e
ty
pe

１４
７

７
７

７
１４

ヨ
シ
属

P
hr
ag
m
it
es
（
re
ed
）

７
７

７
１５

１４
２１

２３
７

ダ
ン
チ
ク
属

A
ru
nd
o

７
ス
ス
キ
属
型

M
is
ca
nt
hu
s
ty
pe

２２
７

２２
７

１４
１５

ウ
シ
ク
サ
族
Ａ

A
nd
ro
po
go
ne
ae
A
ty
pe

２９
２２

２８
３５

２０
６７

４８
１４

８
３
，６
２２

１４
ウ
シ
ク
サ
族
Ｂ

A
nd
ro
po
go
ne
ae
B
ty
pe

７
７

ジ
ュ
ズ
ダ
マ
属

C
oi
x

７
７

タ
ケ
亜
科

B
am
bu
so
id
ea
e（
B
am
bo
o）

ネ
ザ
サ
節
型

P
le
io
bl
as
tu
s
se
ct
.N
ez
as
a

７
２９

１４
ク
マ
ザ
サ
属
型

Sa
sa
（
ex
ce
pt
M
iy
ak
oz
as
a
）

７
７

１４
１４

１５
４３

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
型

Sa
sa
se
ct
.M
iy
ak
oz
as
a

２９
２１

２０
１５

２１
１５

１４
７

未
分
類
等

O
th
er
s

１５
２２

１４
１４

２７
２２

２１
２９

３５
８

４３
７

７
そ
の
他
の
イ
ネ
科

O
th
er
s

表
皮
毛
起
源

H
us
k
ha
ir
or
ig
in

１５
６５

４９
６３

１４
７５

６９
２９

２１
１５

２９
４４

５６
棒
状
珪
酸
体

R
od

―s
ha
pe
d

４６
２

４５
９

４１
７

７９
３

５３
０

８６
７

１０
６３

６５
１

４０
１

３８
２

６４
３

６４
９

６４
７

茎
部
起
源

St
em
or
ig
in

７
１５

７
未
分
類
等

O
th
er
s

３７
４

４０
９

４６
５

５８
２

４２
８

６６
５

５９
７

５３
７

４３
６

４２
０

５６
５

５９
８

６７
５

樹
木
起
源

A
rb
or
ea
l

ブ
ナ
科
（
シ
イ
属
）

C
as
ta
no
ps
is

１４
そ
の
他

O
th
er
s

７
７

（
海
綿
骨
針
）

Sp
on
ge

７
２１

７
２８

植
物
珪
酸
体
総
数

T
ot
al

１
，１
８０

１
，４
４９

１
，６
９５

２
，１
２５

１
，６
１１

２
，０
９３

２
，５
０３

１
，９
６８

１
，４
７０

１
，１
０６

１
，７
３７

２
，２
３９

２
，４
９０

お
も
な
分
類
群
の
推
定
生
産
量
（
単
位
：
�
／�
・
�
）

イ
ネ

O
ry
za
sa
ti
va
（
do
m
es
ti
c
ri
ce
）

４
．５
３

３
．８
０

５
．９
２

８
．６
６

６
．３
９

６
．８
１

５
．６
５

６
．９
４
１２
．６
１

６
．０
６

４
．８
３

６
．０
０
１０
．５
５

ヨ
シ
属

P
hr
ag
m
it
es
（
re
ed
）

０
．４
６

０
．４
４

０
．４
３

０
．９
４

０
．９
０

１
．３
３

１
．４
４

０
．４
４

ス
ス
キ
属
型

M
is
ca
nt
hu
s
ty
pe

０
．２
７

０
．０
８

０
．２
８

０
．０
９

０
．１
８

０
．１
８

ネ
ザ
サ
節
型

P
le
io
bl
as
tu
s
se
ct
.N
ez
as
a

０
．０
３

０
．１
４

０
．０
７

ク
マ
ザ
サ
属
型

Sa
sa
（
ex
ce
pt
M
iy
ak
oz
as
a
）

０
．０
５

０
．０
５

０
．１
１

０
．１
１

０
．１
１

０
．３
２

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
型

Sa
sa
se
ct
.M
iy
ak
oz
as
a

０
．０
９

０
．０
６

０
．０
６

０
．０
４

０
．０
６

０
．０
５

０
．０
４

０
．０
２

タ
ケ
亜
科
の
比
率
（
％
）

メ
ダ
ケ
節
型

P
le
io
bl
as
tu
s
se
ct
.M
ed
ak
e

ネ
ザ
サ
節
型

P
le
io
bl
as
tu
s
se
ct
.N
ez
as
a

１０
０

５６
２９

ク
マ
ザ
サ
属
型

Sa
sa
（
ex
ce
pt
M
iy
ak
oz
as
a
）

１０
０

１０
０

４４
４５

７１
８８

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
型

Sa
sa
se
ct
.M
iy
ak
oz
as
a

１０
０

１０
０

１０
０

１０
０

２７
２９

１２
１０
０

検
出
密
度
（
単
位
：
×
１０
０
個
／g
）

表
９

Ｃ
調
査
区
に
お
け
る
植
物
珪
酸
体
分
析
結
果
�
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地
点
・
試
料

分
類
群

学
名

１４
１５

１６
１７

１８
１９

２０
２１

２２
２３

２４
２５

イ
ネ
科

G
ra
m
in
ea
e（
G
ra
ss
es
）

イ
ネ

O
ry
za
sa
ti
va
（
do
m
es
ti
c
ri
ce
）

３９
３

５４
６

４３
４

４１
０

１０
４３

２４
８

２４
９

３５
６

３７
４

１２
５

３８
イ
ネ
籾
殻
（
穎
の
表
皮
細
胞
）

O
ry
za
sa
ti
va
（
hu
sk
P
hy
to
lit
h）

６６
９

１０
４

４６
２

５１
８

８４
３９
０

３４
４

２８
３

３１
０

５９
ム
ギ
類
（
穎
の
表
皮
細
胞
）

H
or
de
um

―T
ri
ti
cu
m
（
hu
sk
P
hy
to
lit
h）

キ
ビ
族
型

P
an
ic
ea
e
ty
pe

７
１２

ヨ
シ
属

P
hr
ag
m
it
es
（
re
ed
）

１４
１４

３６
７

２０
７

１４
ダ
ン
チ
ク
属

A
ru
nd
o

ス
ス
キ
属
型

M
is
ca
nt
hu
s
ty
pe

７
７

６
７

７
ウ
シ
ク
サ
族
Ａ

A
nd
ro
po
go
ne
ae
A
ty
pe

７
３５

７
６

２７
７

１３
８

ウ
シ
ク
サ
族
Ｂ

A
nd
ro
po
go
ne
ae
B
ty
pe

ジ
ュ
ズ
ダ
マ
属

C
oi
x

タ
ケ
亜
科

B
am
bu
so
id
ea
e（
B
am
bo
o）

ネ
ザ
サ
節
型

P
le
io
bl
as
tu
s
se
ct
.N
ez
as
a

８
ク
マ
ザ
サ
属
型

Sa
sa
（
ex
ce
pt
M
iy
ak
oz
as
a
）

１４
１２

１３
２２

８
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
型

Sa
sa
se
ct
.M
iy
ak
oz
as
a

７
１８

７
７

７
３０

未
分
類
等

O
th
er
s

７
６

２２
７

そ
の
他
の
イ
ネ
科

O
th
er
s

表
皮
毛
起
源

H
us
k
ha
ir
or
ig
in

１４
５

１４
１４

４３
４２

４１
３４

２２
２９

４０
８

棒
状
珪
酸
体

R
od

―s
ha
pe
d

６９
８

４３
５

２７
０

４３
１

４２
０

４９
１

７２
８

６８
２

５０
４

２９
０

１５
茎
部
起
源

St
em
or
ig
in

７
未
分
類
等

O
th
er
s

５８
９

４４
２

４９
１

６２
５

６３
０

５６
８

５３
９

４６
４

４１
０

３４
９

９１
樹
木
起
源

A
rb
or
ea
l

ブ
ナ
科
（
シ
イ
属
）

C
as
ta
no
ps
is

７
そ
の
他

O
th
er
s

１５
７

７
７

７
７

７
（
海
綿
骨
針
）

Sp
on
ge

７
３３

植
物
珪
酸
体
総
数

T
ot
al

２５
２３

１６
１６

１６
９３

２０
９９

２２
３２

１７
９８

１９
６９

１８
７９

１６
６３

８９
７

２１
２

０

お
も
な
分
類
群
の
推
定
生
産
量
（
単
位
：
�
／�
・
�
）

イ
ネ

O
ry
za
sa
ti
va
（
do
m
es
ti
c
ri
ce
）

１１
．５
５
１６
．０
４
１２
．７
６
１２
．０
５
３０
．６
５

７
．３
０

７
．３
３
１０
．４
５
１１
．０
１

３
．６
８

１
．１
１

ヨ
シ
属

P
hr
ag
m
it
es
（
re
ed
）

０
．８
７

０
．９
０

２
．２
７

０
．４
４

１
．２
８

０
．４
６

０
．９
１

ス
ス
キ
属
型

M
is
ca
nt
hu
s
ty
pe

０
．０
９

０
．０
９

０
．０
７

０
．０
９

０
．０
８

ネ
ザ
サ
節
型

P
le
io
bl
as
tu
s
se
ct
.N
ez
as
a

０
．０
４

ク
マ
ザ
サ
属
型

Sa
sa
（
ex
ce
pt
M
iy
ak
oz
as
a
）

０
．１
１

０
．０
９

０
．１
０

０
．１
６

０
．０
６

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
型

Sa
sa
se
ct
.M
iy
ak
oz
as
a

０
．０
２

０
．０
５

０
．０
２

０
．０
２

０
．０
２

０
．０
９

タ
ケ
亜
科
の
比
率
（
％
）

メ
ダ
ケ
節
型

P
le
io
bl
as
tu
s
se
ct
.M
ed
ak
e

ネ
ザ
サ
節
型

P
le
io
bl
as
tu
s
se
ct
.N
ez
as
a

２０
ク
マ
ザ
サ
属
型

Sa
sa
（
ex
ce
pt
M
iy
ak
oz
as
a
）

１０
０

６３
８３

８８
３１

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
型

Sa
sa
se
ct
.M
iy
ak
oz
as
a

１０
０

３８
１７

１２
１０
０

４９
検
出
密
度
（
単
位
×
１０
０
個
／g
）

表
１０

Ｃ
調
査
区
に
お
け
る
植
物
珪
酸
体
分
析
結
果
�
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１
　
東
壁
　
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
　
１
層
　
古
墳
後
期
～
奈
良
時
代
�

２
　
東
壁
　
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
　
２
層
　
弥
生
時
代
後
期
末
～
古
墳
前
期
初
頭
�

３
　
東
壁
　
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
　
弥
生
後
期
末
～
古
墳
前
期
初
頭
�

４
　
東
壁
　
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
　
３
層
　
弥
生
後
期
後
葉
�

５
　
東
壁
　
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
　
弥
生
後
期
後
葉
�

６
　
東
壁
　
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
　
弥
生
後
期
後
葉
�

７
　
東
壁
　
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
　
弥
生
後
期
前
葉
～
中
葉
�

８
　
東
壁
　
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
　
弥
生
後
期
前
葉
～
中
葉
�

９
　
東
壁
　
４
層
　
弥
生
時
代
中
期
後
葉
�

10
　
東
壁
　
SD
4埋
土
　
古
墳
後
期
�

11
　
東
壁
　
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
　
弥
生
後
期
末
～
古
墳
前
期
初
頭
�

12
　
東
壁
　
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
　
弥
生
後
期
後
葉
�

13
　
東
壁
　
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
　
弥
生
後
期
後
葉
�

14
　
東
壁
　
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
　
弥
生
後
期
前
葉
～
中
葉
�

15
　
西
壁
　
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
　
弥
生
後
期
末
～
古
墳
前
期
初
頭
�

16
　
西
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第７章 Ｄ調査区における自然科学分析の成果
平成１４年度に調査を実施したＤ調査区では、各種自然科学分析を実施した。そのうち、珪藻分析、花粉分析、

寄生虫卵分析、植物珪酸体分析については、報告書「青谷上寺地遺跡６」にて報告を行った。今回は未報告であっ

た定量分析、木製品樹種同定、葉同定、昆虫同定結果について報告を行うこととする。これら定量分析、木製品

樹種同定、葉同定、昆虫同定については、パリノ・サーヴェイ株式会社にて分析を行い、うち定量分析、木製品

樹種同定、葉同定結果については、金原正明発掘調査委員の監修のもと、鳥取県埋蔵文化財センターにおいて加

筆・訂正を加えた。

１ 定量分析

� 試料

Ｄ調査区では、調査区西側から東側にかけて、やや弧を描きながら帯状に集積する木器群が確認された。木器

は１６層、１７層中に濃密に堆積していたため、両層に絞り動植物遺体の抽出を目的に定量分析を実施した。土壌試

料は、木器の集積密度と土層の厚みを考慮し、濃密に集積する北東、南東、南西壁においては、それぞれ４～６

箇所採取した。また、集積が希薄であった北西壁は、１６層１箇所の採取に留めた。（北東、南東壁での試料採取

地点は、報告書「青谷上寺地遺跡６」４頁第３図および５頁第４図を参照のこと。）なお、１６層及び１７層は、弥

生時代前期末葉～中期後葉の土器を包含した。各試料の詳細は、分析結果と共に表１１に示している。

� 方法

土壌試料各３００gのうち、各１００gを乾燥重量測定用の試料とし、４８時間８０℃で熱風乾燥後、重量を測定する。

残りの土壌試料各２００gは、水に一晩液浸し試料の泥化を促す。０．５�の篩を通して水洗し残渣を集め、双眼実体

顕微鏡下で観察し、同定可能な植物遺体等を抽出する。抽出した植物遺体の形態的特徴から種類を同定し、計数

を行う。針葉は先端部の個数を、ヒノキの葉は十字対生の４枚を１対として対の数を数える。なお、細片のため

個体数推定が困難である種類は、表中に「＋」と、数字の個体数以上が推定される種類は、「数字＋」と表示す

る。分析後の植物遺体等は、種類毎にビン詰めを行い、５０％程度のエタノール溶液にて液浸保存処理を施す。

� 結果

土壌定量分析結果を表１１に示す。篩別後の残渣からは、裸子植物３種類、被子植物４３種類の種実、葉が確認さ

れたほか、不明種実、広葉樹の葉片、木の芽、材、炭化材、蘚苔類、菌類の菌核（おそらく樹皮の表面に付着し

ていた肉座菌などが考えられる）、昆虫遺骸の破片、動物の歯などが検出された。

検出された大型植物遺体群は、保存が比較的良好である。木本は針葉樹３種類（モミ属、スギ、ヒノキ）、広

葉樹１５種類（オニグルミ、クマシデ、ケヤキ、ヤマグワ、カジノキ属、マタタビ属、キイチゴ属、サンショウ属、

キハダ、ミカン科、アカメガシワ、カエデ属、タラノキ、ニワトコ、タニウツギ属）、草本は単子葉植物１０種類

（ヒルムシロ属、カワツルモ、イトクズモ、ヘラオモダカ、オモダカ属、オモダカ科、イネ、イネ科、カヤツリ

グサ科、ミズアオイ属）、双子葉植物１８種類（カナムグラ、ギシギシ属、サナエタデ近似種、タデ属、アカザ科、

ナデシコ科、タガラシ、ツヅラフジ科、キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属、チドメグサ属、セリ

科、シソ属、イヌコウジュ属、ナス科、スズメウリ、メロン類、メナモミ属）が同定された。

� 考察

土壌定量分析の結果、木本１８種類、草本２８種類の大型植物遺体が確認された。大型植物遺体群の種類組成の特

徴として、木本に比べ草本、特に水生植物の割合が高いことが挙げられる。角野（１９９４）を参考にすると、多量

検出されたカワツルモ、イトクズモは汽水性の沈水植物、ヒルムシロ属は浮葉または沈水植物、ミズアオイ属は

抽水植物、ヘラオモダカ、オモダカ属、オモダカ科は抽水性～湿生植物、カヤツリグサ科の一部、タデ属の一

部、タガラシ、セリ科の一部は湿性～中生植物に属する。水生植物が多産することから、堆積の場は基本的に水

湿地で、海岸沿いの湖沼や、塩沢地、干拓地などの水域環境の存在が推定される。そして、イネ科、カヤツリグ
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サ科、カナムグラ、ギシギシ属、サナエタデ近似種、タデ属、アカザ科、ナデシコ科、ツヅラフジ科、キジムシ

ロ属―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属、チドメグサ属、セリ科、シソ属、イヌコウジュ属、ナス科、スズメウ

リ、メナモミ属などの中生植物は、いわゆる「人里植物」であることから、遺跡付近の森林の林縁部や、集落周

辺の明るく開けた場所に生育していたものに由来すると思われる。

なお、北東壁、南東壁、南西壁の１７層からは、カワツルモ、イトクズモが多量検出されたのに対し、１６層にな

ると、タガラシやイネ科などの湿生～中生植物が多く検出される傾向が認められる。特に、南西壁ではこの傾向

が顕著にみられる。このことから、１６層堆積時は、１７層堆積時よりも汽水域の減少もしくは淡水化し、人里植物

が生育するような開けた環境が拡大した可能性が考えられる。

引用文献

角野康郎（１９９４） 日本水草図鑑１７８p文一総合出版

２ 木製品樹種同定

Ｄ調査区で確認された木器群からは、木製品３６点、粗く加工された木材８１３点が確認された。そのうち、木製

品３６点と加工材１点について、用材の検討のため樹種同定を実施した。また４層、５層、１６層、１７層より出土し

た自然木２９点についても、古植生の復元を目的とし樹種同定を行った。同定結果は、出土層位、時期とともに表

１２に示している。木製品の用材については、これまで判明しているところと概ね一致する。新たに器種不明品で

はあるが、アサダ、シキミの使用が確認された。また、自然木ではサンショウ属の使用が新たに確認された。

３ 葉同定

Ｄ調査区の４層、１５層、１６層、１７層及び排水溝中より、出土した葉化石他１５点について同定を実施した。同定

の結果、広葉樹６点、アカガシ近似種４点、ケヤキ２点、スギ１点、植物根１点、サルノコシカケ類１点が確認

された。そのうち遺存状況の良好な試料を、出土層位、時期とともに図版に示した。

葉化石より確認された樹木は、アカガシ近似種、ケヤキ、スギであった。このうち、スギ、ケヤキは、低地を

好む種類であることから、遺跡周辺部の環境と矛盾しない。また、中国地方の日本海側では、縄文海進以降アカ

ガシ亜属の花粉化石が増加し、常緑広葉樹林の存在が推定されている。したがって、アカガシ近似種は遺跡をと

りまく丘陵部に由来を求めることが出来るかもしれない。

４ 昆虫同定

Ｄ調査区の４層、５層、１６層及び排水溝中より出土した昆虫化石８点について同定を実施した。検出された種

類は甲虫類５種類で、コアオハナムグリ３点、ドウガネブイブイ１点、ヒゲナガハムシ類１点、スジクワガタ１

点、ガムシの一種１点、甲虫１点であった。同定結果は、出土層位、時期とともに図版に示す。
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壁面 北 東 壁 南 東 壁 南 西 壁 北西壁

層位 １６層 １７層 １６層 １７層 １６層 １７層 １６層

位置 Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 上 中央 下 上 中央 下

土壌１００gの乾燥重量（g）５０．１９５４．２３５８．８３５９．３５４８．２６４７．８５４７．３４５８．５７６０．２５４７．９８４７．４４４４．０６５２．０２４８．６８５８．３９４８．２６

種類名 土壌分析重量（g） ２００ ２００ ２００ ２００ ２００ ２００ ２００ ２００ ２００ ２００ ２００ ２００ ２００ ２００ ２００ ２００

木 本
モミ属 葉 ― ― ― ― １ ― ― ― １ ― ― ― ― ― ― ―
スギ 種子 １ ― ― ― ― ― ― ― ― ― １ ― ― ― ― ―

葉 ― ― ― ― ― １ １ ― ― ― ― ― ― ― ― ―
ヒノキ 葉 ― ― ― ― ― １ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
オニグルミ 核 ― ― ― ― １ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
クマシデ 果実 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― １ ― ―
ケヤキ 果実 １ ６ ― ― ― ２ １ ― ― ２＋ ― ― ３ ― ― ―
ヤマグワ 種子 ― ― ― １ ― ― １ ― ― ― ― ― ３ ― ― ―
カジノキ属 種子 ― ― ― ― ― ― ― ― １ ― ― ― ― ― １ ―
マタタビ属 種子 ― ― ― ― １ １ ― ２ ― ― ― ― ２ ― １ ―
キイチゴ属 核 ― ― １ ― ― １ １ ― １ ― ― ― ― ― ― ―
サンショウ属 核 １ ― ― ― ― ― ― ― １ ― ― ― ― ― ― ―
キハダ 核 ― ― ― ― １ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
ミカン科 核 ― １ ― ― ― ― ― ― ― １ ― ― ― ― ― ―
アカメガシワ 種子 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― １ ― ― ―
カエデ属 果実 ― ― ― ― ― ― ― ― １ ― ― ― ― ― ― ―
タラノキ 核 ― ― １ ― １ ― ２ ― ― ― ― ― ― ― ― ―
ニワトコ 核 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― １ ―
タニウツギ属 種子 ― ― ― ― ― ― １ ― ― ― ― ― ― １ ― ―

草 本
ヒルムシロ属 果実 ― １ １ ４ ９ ２ ７ ５ ７ ― ― ― ２ ２ ４ ―
カワツルモ 果実 ― ２ ９＋ ２６ ５８＋ ４ ― １８ ３１ ― ― ― ２ １ ４８＋ ―
イトクズモ 果実 ２６ ２２１２８＋ ２９７＋ ４２０＋ ４０＋ ５５＋ ２７５＋ ２６２＋ ― ３ ４ ２６ ６３＋ ３０５＋ ―
ヘラオモダカ 果実 ― ― ― ― ― １ ― ― ― ― ― ― ― １ １ ―
オモダカ属 果実 ― １ ― ― ― ２ ― ― ― ― １ １ ― ２ ― ―
オモダカ科 種子 ３ １ １ ― １ １ １ ２ １ ― ２ ３ ― ― ２ ―
イネ 穎 １ ２ ― ― ― ― ― ― ― ― ― １ ― ― ― １
イネ科 穎 ４ １１ ２ ― ― ― ４ ― ― １１３９＋ １８６＋ ― ― ― ２０
カヤツリグサ科 果実 １８ １３ ８ １６ ９ ２７ １７ ２１ １４ １ ５７ ８７ １７ ５ ３ ２７
ミズアオイ属 種子 ― ― ― ― ― ― １ ― ― ― ５ ２ ― ― ― ―
カナムグラ 種子 ― ― ― ― ― １ ― ― ― ２ １ ― ― ― ― ―
ギシギシ属 果実 ― ― ― ― ― ― １ ― ― １ ― ― ２ ― ― ―
サナエタデ近似種 果実 ― ― ― ― ― ― ― ― ― １ １ ― ― ― ― ―
タデ属 果実 ― １ １ ― ― ２ ― ２ ２ １ １ ― ５ ― ２ ―
アカザ科 種子 ― ― ― ― ― ― ― ― ― １ ― ― ― ― ― ―
ナデシコ科 種子 ― ― ― ― １ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
タガラシ 果実 ２４ ５２ ５ １ ― ３４ ２２ ９ １ ４９４９１＋ ２７１＋ ４５ ９ ４６３９＋
ツヅラフジ科 核 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― １ ―
キジムシロ属―ヘビ
イチゴ属―オランダ
イチゴ属

核 ― ― ― １ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

チドメグサ属 果実 ― ― ― ― ― ― １ １ ― ― ― ２ ― ― ― １
セリ科 果実 ― ― ― ― ― ― １ ― ― ― ― ― ― ― ― ―
シソ属 果実 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― １ ― ― ― ― ―
イヌコウジュ属 果実 ― １ ― １ １ ― ― ― ― １ ― ― ２ ― ― ―
ナス科 種子 ― ― ― ― ― １ １ ― ― ― １ ― １ ― ― ―
スズメウリ 種子 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― １ ― ― ― ― ―
メロン類 種子 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― １ ― ― ― ―
メナモミ属 果実 １ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― １ ― ― ― ―
キク科 果実 ― ― １ ― ― ２ ― ― ― ― ― ― ― １ ― ―

不明種実 １ ― ― ― ― ― ― ― ― ３ ― ― ― ２ ３ ―
広葉樹の葉 ― ― ― ― ― ＋ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
木の芽 ＋ ＋ ― １ ― ＋ ＋ ― ― ― ― ― ＋ ― ― ―
材 ― ― ― ― ― ＋ ― ― ― ― ― ― ＋ ＋ ― ―
炭化材 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ― ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
蘚苔類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

菌核 ― ― ― ― １ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ３ ―
昆虫遺骸 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
動物の歯 ― ― ― ― １ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

注１）表中のＡ～Ｉは、報告書「青谷上寺地遺跡６」に掲載されている、土層断面図中のサンプリング位置と対応する。
注２）表中の位置の上・中央・下は、同一層を上部・中央部・下部に分割して採取を行ったことを示す。
注３）表中の数字は、土壌２００gに含まれる大型植物遺体等の個数を示す。
注４）「＋」は、細片のため個体数推定が困難であることを示す。「数字＋」は、数字以上の個体数が推定されることを示す。

表１１ Ｄ調査区土壌定量分析結果
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番号 青谷上寺地遺跡６
挿図番号 器 種 樹 種 出土

層位 時 期 取上番号

１ 第８図―１ 斧膝柄未製品 広葉樹（樹芯） ６層 弥生時代中期～古墳時代前期初頭 ２５０
２ 第８図―２ 斧膝柄 散孔材 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ７１９
３ 第８図―３ 斧膝柄 サカキ ６層 弥生時代中期～古墳時代前期初頭 ２１１
４ 第８図―４ 斧膝柄 サカキ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ８８６
５ 第９図―５ 直柄平鍬 コナラ属 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ７２０
６ 第９図―６ 曲柄又鍬 コナラ属アカガシ亜属 ５層 弥生時代中期～古墳時代後期 １３０
７ 第９図―７ 曲柄又鍬 コナラ属アカガシ亜属 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ４４７
８ 第９図―８ 曲柄鍬 コナラ属アカガシ亜属 ５層 弥生時代中期～古墳時代後期 １０４
９ 第９図―９ 反柄 スダジイ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ５２７・９７６
１０ ― 農具 コナラ属アカガシ亜属 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ３４３
１１ ― 農具 コナラ属アカガシ亜属 １７層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ６３７
１２ ― 農具素材？ 環孔材 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ３５２
１３ ― 農具素材？ サカキ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ５２５
１４ ― 農具素材？ カエデ属 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ５２６
１５ 第９図―１２ 木庖丁 ヤマグワ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ４４６
１６ 第９図―１３ 木庖丁 ヤマグワ １５層 弥生時代中期～後期後葉 ３０１
１７ 第１０図―１４ 櫂 スダジイ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ５２３
１８ ― 櫂 ヤマグワ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ６９３
１９ 第１０図―１５ 織機 スギ ６層 弥生時代中期～古墳時代前期初頭 １４３・３０７
２０ 第１０図―１６ 琴 スギ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ３２８
２１ 第１０図―１７ 盾 スギ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ６８５・６８７・７７７
２２ 第１０図―１８ 容器底部 スギ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ５１５
２３ 第１０図―１９ 脚付容器 スギ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ７８９
２４ 第１０図―２０ 桶底板 スギ 不明 不 明 ７１７
２５ 第１０図―２１ 桶 スギ 不明 不 明 ２５７
２６ 第１１図―２２・２３ 用途不明品 スギ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ５５７
２７ 第１１図―２４ 用途不明品 スギ １７層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ７４１
２８ 第１１図―２５ 用途不明品 スギ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ９７１
２９ 第１１図―２６ 用途不明品 スギ ５層 弥生時代中期～古墳時代後期 ８１
３０ 第１１図―２７ 用途不明品 シキミ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ６５８
３１ 第１１図―２８ 用途不明品 スギ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ３９２
３２ 第１１図―２９ 用途不明品 モミ属 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ４４８
３３ ― 用途不明品 スギ ４層 古墳時代後期以降 ９１
３４ ― 用途不明品 コナラ属アカガシ亜属 ６層 弥生時代中期～古墳時代前期初頭 １８８
３５ ― 用途不明品 スギ ６層 弥生時代中期～古墳時代前期初頭 ３０６
３６ ― 用途不明品 ムクロジ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ５１９
３７ ― 加工材 アサダ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ９６０
３８ ― 自然木 環孔材 ５層 弥生時代中期～古墳時代後期 １３１
３９ ― 自然木 ムクロジ ５層 弥生時代中期～古墳時代後期 ２３０
４０ ― 自然木 コナラ属アカガシ亜属 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ４０４
４１ ― 自然木 マキ属―スギ―ヒノキ科 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ４０８
４２ ― 自然木 ケヤキ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ４１５
４３ ― 自然木 クスノキ科 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ４１９
４４ ― 自然木 マキ属 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ４３６
４５ ― 自然木 コナラ属アカガシ亜属 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ４５８
４６ ― 自然木 ムクロジ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ４９９
４７ ― 自然木 シキミ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ５５９
４８ ― 自然木 サカキ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ６１６
４９ ― 自然木 ムクノキ １７層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ６４９
５０ ― 自然木 ムクロジ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ６６４
５１ ― 自然木 サカキ １７層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ７０４
５２ ― 自然木 ケヤキ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ７０６
５３ ― 自然木 サンショウ属 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ７３０
５４ ― 自然木 サンショウ属 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ７３５
５５ ― 自然木 ヤブツバキ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ７５７
５６ ― 自然木 散孔材 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ７７９
５７ ― 自然木 散孔材 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ７９３
５８ ― 自然木 ユズリハ属 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ７９５
５９ ― 自然木 カエデ属 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ８０８
６０ ― 自然木 カエデ属 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ８１０
６１ ― 自然木 散孔材 １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ８１８
６２ ― 自然木 ムクノキ １６層 弥生時代前期末葉～中期前葉 ８５０
６３ ― 自然木 カエデ属 ４層 古墳時代後期以降 ９２５
６４ ― 自然木 カエデ属 ４層 古墳時代後期以降 ９３６
６５ ― 自然木 ケヤキ ４層 古墳時代後期以降 ９３９
６６ ― 自然木 カエデ属 ４層 古墳時代後期以降 ９４１

表１２ Ｄ調査区木製品樹種同定結果
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A調査区�A調査区�

C調査区�C調査区�

鳥取県教育文化財団調査区�鳥取県教育文化財団調査区�

平成14年度調査地�
（D調査区）�

平成14年度調査地�
（D調査区）�

平成13年度調査地　�
（O調査区）�

平成13年度調査地　�
（O調査区）�

青谷上寺地遺跡全景 南より

弥生時代後期～古墳時代前期初頭遺構検出状況 北西より

Ｃ調査区 図版１



南東壁土層堆積状況 西より

赤褐色粘土層検出状況 南東より

図版２ Ｃ調査区



SK４６８遺物出土状況 北東より

SK４６７炭化米出土状況 北西より

SK４６７遺物出土状況 北東より

Ｃ調査区 図版３



古墳時代以降遺構検出状況 北西より

SD７５遺物出土状況 西より

図版４ Ｃ調査区



１層上面検出状況 北西より

SK４６３遺物出土状況 西より SB７検出状況 北より

Ｃ調査区 図版５



北東壁土層堆積状況 南より

木器出土状況（全体） 南東より

図版６ Ａ調査区



木器出土状況（調査区東側） 北より

木器出土状況（調査区西側） 北西より 木器・斧柄出土状況（SD８５） 南西より

Ａ調査区 図版７



SD８１、８３土層断面状況 南西より

SD８４土層断面状況 南西より

SD８５土層断面状況 南東より

図版８ Ａ調査区
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試料


ブナ科（シイ属）
試料�
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試料�

図版９

青谷上寺地遺跡Ｃ調査区植物珪酸体（プラント・オパール）の顕微鏡写真



1a 1b

2a 2b

青谷上寺地遺跡Ｃ調査区赤色顔料の電子顕微鏡写真
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4
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5a

5b

8a
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2㎜�

１ モミ属 葉（南東壁 １７層 Ｄ）

２ スギ 種子（北東壁 １６層 Ｅ）

３ オニグルミ 核（北東壁 １７層 Ｉ）

４ クマシデ 果実（南西壁 １７層 中央）

５ ケヤキ 果実（北東壁 １６層 Ｆ）

６ サンショウ属 核（南東壁 １７層 Ｄ）

７ キハダ 核（北東壁 １７層 Ｉ）

８ アカメガシワ 種子（南西壁 １７層 上）

９ カエデ属 果実（南東壁 １７層 Ｄ）

１０ ヒルムシロ属 果実（北東壁 １７層 Ｉ）

１１ イネ 穎（南西壁 １６層 下）

１２ カヤツリグサ科 果実（南西壁 １６層 下）

１３ カナムグラ 種子（南西壁 １６層 上）

１４ ギシギシ属 果実（南西壁 １６層 上）

１５ タデ属 果実（南西壁 １６層 上）

１６ ツヅラフジ科 核（南西壁 １７層 下）

１７ スズメウリ 種子（南西壁 １６層 中央）

１８ メロン類 種子（南西壁 １６層 下）

１９ スギ 葉（南東壁 １６層 Ｂ）

２０ ヒノキ 葉（南東壁 １６層 Ａ）

２１ ヤマグワ 種子（南東壁 １６層 Ｂ）

２２ カジノキ属 種子（南西壁 １７層 下）

２３ マタタビ属 種子（南東壁 １７層 Ｃ）

２４ キイチゴ属 核（南東壁 １６層 Ｂ）

２５ タラノキ 核（南東壁 １６層 Ｄ）

２６ ニワトコ 核（南西壁 １７層 下）

２７ タニウツギ属 種子（南西壁 １７層 中央）

２８ ヒルムシロ属 果実（北東壁 １７層 Ｉ）

２９ カワツルモ 果実（北東壁 １７層 Ｉ）

３０ イトクズモ 果実（北東壁 １７層 Ｉ）

３１ イトクズモ 果実（北東壁 １７層 Ｉ）

３２ ヘラオモダカ 果実（南東壁 １６層 Ａ）

３３ オモダカ属 果実（南東壁 １６層 Ａ）

３４ オモダカ科 種子（南西壁 １６層 下）

３５ イネ科 穎（南西壁 １６層 下）

３６ カヤツリグサ科 果実（南西壁 １６層 下）

３７ ミズアオイ属 種子（南西壁 １６層 中央）

３８ ギシギシ属 果実（南西壁 １７層 上）

３９ サナエタデ近似種 果実（南西壁 １６層 上）

４０ タデ属 果実（南東壁 １７層 Ｃ）

４１ タデ属 果実（南西壁 １７層 上）

４２ アカザ科 種子（南西壁 １６層 上）

４３ ナデシコ科 種子（北東壁 １７層 Ｉ）

４４ タガラシ 果実（北西壁 １６層）

４５ ツヅラフジ科 核（南西壁 １７層 下）

４６ キジムシロ属－ヘビイチゴ属－オラン

ダイチゴ属 核（北東壁 １７層 Ｈ）

４７ チドメグサ属 果実（南西壁 １６層 下）

４８ セリ科 果実（南東壁 １６層 Ｂ）

４９ シソ属 果実（南西壁 １６層 中央）

５０ イヌコウジュ属 果実（南西壁 １７層 上）

５１ ナス科 種子（南東壁 １６層 Ａ）

５２ メナモミ属 果実（北東壁 １６層 Ｅ）

５３ キク科 果実（南東壁 １６層 Ａ）

５４ 動物の歯（北東壁 １７層 Ｉ）

図版１１
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青谷上寺地遺跡Ｄ調査区葉同定

図版１３

１ ケヤキ （４層 古墳時代後期以降）

２ ケヤキ （４層 古墳時代後期以降）

３ ケヤキ （４層 古墳時代後期以降）

４ ケヤキ （４層 古墳時代後期以降）

５ サルノコシカケ類 （層位不明 時期不明）

６ アカガシ近似種 （層位不明 時期不明）

７ スギ （１６層 弥生時代前期末葉～中期後葉）

８ アカガシ近似種 （１７層 弥生時代前期末葉～中期前葉）
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１ コアオハナムグリ・前胸背板 （排水溝 層位不明）

２ ドウガネブイブイ・上翅 （１６層 弥生時代前期末葉～中期後葉）

３ ヒゲナガハムシ類？・左上翅 （５層 弥生時代中期～古墳時代後期）

４ コアオハナムグリ・前胸背板 （６層 弥生時代中期～古墳時代前期初頭）

５ スジクワガタ・左上翅 （１６層 弥生時代前期末葉～中期後葉）

６ ガムシ？・左上翅 （５層 弥生時代中期～古墳時代後期）

７ 甲虫？・胸 （５層 弥生時代中期～古墳時代後期）

８ コアオハナムグリ？・前胸背板 （５層 弥生時代中期～古墳時代後期）

青谷上寺地遺跡D調査区昆虫同定
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弥生時代
後期後葉

弥生時代
後期末～
古墳時代
前期初頭

古墳時代

奈良時代

溝状遺構２基、柱穴状
ピット１７基、焼土２箇
所

土坑２２基、溝状遺構２
基、柱穴状ピット７３基

掘立柱建物１棟、土坑
７基、溝状遺構５基、
柱穴状ピット１５基

整地面

弥生土器、土師器、
須恵器、木器、石器、
鉄器、青銅器、ガ
ラス製品、獣骨、
炭化米
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古紙配合率100％再生紙を使用しています�
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